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1
　
乗
用
車

ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
輸
入
車

日
本
の
道
路
交
通
の
歴
史
の
中
で
、
人
力
や
動
物

の
力
で
は
な
く
、
動
力
で
動
く
乗
物
＝
自
動
車
が
初

め
て
お
目
見
え
し
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
ろ
う
か
。
そ

れ
を
述
べ
る
前
に
、
欧
米
で
自
動
車
が
い
つ
頃
出
現

し
た
か
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

馬
車
・
乗
合
馬
車
の
時
代
が
長
く

言
づ
い
た
欧
米

で
は
、
す
で
に
一
八
六
〇
年
代
初
め
、
日
本
で
い
う

と
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
に
、
英
国
で
は
乗
合
蒸
気

自
動
車
が
走
っ
て
い
た
。乗
合
馬
車
の
向
こ
う
を
張
っ

て
、
馬
の
代
わ
り
に
動
力
で
最
高
時
速
四
八
い
を
出

す
蒸
気
自
動
車
が
登
場
し
、
人
々
の
関
心
を
そ
そ
っ

た
。そ
れ
か
ら
二
〇
年
あ
ま
り
経
っ
た
一
八
八
五
年
に

は
、
ベ
ン
ツ
が
世
界
初
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
を

製
作
、
こ
れ
は
三
輪
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
四
輪

自
動
車
が
登
場
、
車
体
の
作
り
方
は
馬
車
と
同
じ
だ
っ

た
の
で

。馬
な
し
馬
車
”
と
呼
ば
れ
た
。

米
国
で
フ
ォ
ー
ド

ー
号
車
が
製
作
さ
れ
た
の
が
I

フォードTトゥアラー



八
九
六
年
。
一
九
〇
三
年
フ
ォ
ー
ド

ー

モ
ー
タ
ー
会
社
が
設
立
さ
れ
、
五
年

後
の
一
九
〇
八
年
に
は
量
産
車
T
型

フ
ォ
ー
ド
が
大
衆
車
と
し
て
発
売
さ

れ
る
。
こ
れ
が
自
動
車
の
大
量
生
屋
時

代
の
幕
開
け
と
な
り
、
そ
の
後
の
二
〇
年

間
で
T
型
車
は
一
五
〇
〇
万
台
以
上
を
販
売

す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
欧
米
の
自
動

車

発

達

の

流

れ

の
中

で

．

極

東
の
日
本
に
も
一
九
世
紀
の
終
わ
り
頃
に
よ

う
や
く
輸
入
自
動
車
が
お
目
見
え
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

横
浜
に
住
む
外
国
人
が
、
一
八
九
七
年

（
明
治
三
〇
）
に
蒸
気
自
動
車
を
米
国

か
ら
輸
入
し
て
乗
っ
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
。
あ
る

い
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
テ
ブ
ネ
と
い
う
大
が
ガ
ソ
リ
ン

自
動
車
を
一
八
九
八
年
（
明
治
三

二

に
日
本
に
持

ち
込
ん
だ
の
が
最
初
、
と
い
う
説
も
あ
る
。
ほ
か
に

も
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
三
〇
年

代
初
め
、
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
が
終
わ
ろ
う
と
す
る

頃
た
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
に
は
横
浜
の
外
国
人

居
留
地
に
、
外
国
人
経
営
の
自
動
車
販
売
会
社
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
輸
入
車
の
販
売
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
人
で
当
時
自
動
車
を
購
入
し
た
の
は
、

一
部
の
皇
族
や
実
業
家
な
ど
上
流
階
級
の
隕
ら
れ
た

大
た
ち
で
、
い
ず
れ
も
金
持
ち
の
道
楽
で
あ
リ
ス
テ

イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。

浜松郵便局前を走るフォード 大正12年頃

ベンツ｜号車（レプリカ）

世界初のガソリンエンジン車ベンツ｜号車



多
く
の
人
が
初
め
て
自
動
車
を
見
た
博
覧
会

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
、
大
阪
で
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
と
き
外
国
商

館
が
初
め
て
自
動
車
を
出
品
、
ま
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
で
大
阪
・
梅
田
か
ら
天
王
寺
の
会
場
ま
で
来

場
者
を
運
ん
だ
。

好
奇
心
旺
盛
な
遠
州
の
人
々
も
多
数
出
か
け
た
に

違
い
な
い
。
半
年
間
の
開
催
期
間
中
に
全
国
か
ら
の

観
覧
者
は
五
三
〇
万
人
を
超
え
、
自
動
車
は
初
め
て

多
く
の
日
本
人
の
目
に
ふ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

が
刺
激
に
な
っ
て
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
早
速
こ
の

年
か
ら
バ
ス
事
業
の
申
請
が
各
地
で
出
さ
れ
た
。

当
時
の
遠
州
は
、
東
海
道
線
が
開
通
し
て
十
数
年

後
。
道
路
交
通
で
は
、
比
較
的
大
き
な
道
に
は
乗
合

馬
車
が
走
り
、
鉄
道
の
停
車
場
の
前
で
は
何
台
も
の

人
力
車
が
客
待
ち
を
し
て
い
た
。

そ
の
遠
州
地
方
に
も
明
治
三
〇
年
代
終

り
頃
に
は
自
動
車
が
お
目
見
え
し
た
よ
う

で
、
浜
松
地
方
で
乗
合
自
動
車
の
運
行
計

画
も
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
浜
松
地
方

の
記
録
と
し
て
最
も
古
い
の
は
一
九
一
七

年
（
大
正
六
）
で
、
市
内
に
四
台
あ
っ
た

（
『
浜
松
市
史
』
）
。

太田川堤防の桜の下で 昭和初期

明治36年の内国勧業博覧会に出品された自動車



こ
の
よ
う
に
二
〇
世
紀
が
始
ま
る
前
後
に
、
自
動

車
は
日
本
に
お
目
見
え
し
た
が
、
す
べ
て
高
価
な
輸

入
車
で
あ
っ
た
。
国
産
車
は
、
一
九
〇
七
年
（
明
治

四
〇
）
に
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
第
一
号
が
つ
く
ら
れ
、

純
国
産
の
グ
ッ
ド
号
が
製
作
さ
れ
る
の
は
そ
の
四
年

後
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
入
っ
て
、
東
京
自
働
車
製

作
所
が
「
東
京
カ
ー
」
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ス
、
ト
ラ
ッ

ク
を
つ
く
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
明

治
・
大
正
期
の
道
路
交
通
に
お
け
る
自
動
車
の
導
入

と
実
用
化
は
、
も
っ
ぱ
ら
輸
入
車
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に

は
米
フ
ォ
ー
ド
社
、
そ
の
二
年
後
（
昭
和
二
）
に
は

米
G
M

社
も
日
本
に
進
出
し
、
量
産
化
に
よ
り
価
格

も
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

グッド｜号車と快進社自動車工場のスタッフ

宮本甚七が使っていた自家用自動車、運転席は八木橋周助
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2
　
バ
ス
（
乗
合
自
動
車
）

乗
合
自
動
車
の
登
場
と
そ
の
発
達

日
本
で
の
自
動
車
の
実
用
化
は
、
ま
ず
乗
合
自
動

車
（
明
治
・
大
正
期
に
は
こ
う
呼
ば
れ
た
。
一
般
に

バ
ス
と
い
わ
れ
は
じ
め
る
の
は
昭
和
以
降
）
と
タ
ク

シ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
。
遠
州
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ

乗
合
自
動
車
は
、
現
在
の
バ
ス
と
は
ま
っ
た
く
違

い
、
輸
入
し
た
乗
用
車
を
数
人
乗
り
に
改
造
し
て
使

用
し
た
。
体
格
の
大
き
な
外
国
人
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
乗
用
車
は
、
車
体
部
分
を
改
造
す
る
と
、

当
時
の
日
本
人
が
五
～
六
人
、
あ
る
い

は
八
人
く
ら
い
ま
で
乗
る
こ
と
が
で
き

た
。
だ
か
ら
昼
間
は
乗
合
自
動
車
と
し

て
運
行
し
、
同
じ
車
を
夜
間
は
タ
ク
シ

ー
と
し
て
使
う
、
と
い
う
こ
と
も
可
能
だ

っ
た
。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
広
島
県

で
、
乗
合
馬
車
形
式
の
車
体
に
米
国
製
エ
ン

ジ
ン
を
取
り
つ
け
て
乗
合
自
動
車
の
事
業
を

始
め
た
人
が
い
た
。
し
か
し
成
績
が
悪
く
、
半
年
ほ

ど
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
年
に
京
都
で
も
、
日

本
で
初
め
て
の
バ
ス
事
業
免
許
を
取
り
、
蒸
気
自
動

車
に
よ
る
乗
合
自
動
車
の
営
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
も
、
当
時
人
々
の
足
に
な
っ
て
い

た
乗
合
馬
車
や
人
力
車
車
夫
ら
の
妨
害
も
あ
っ
て
、

わ
ず
か
数
か
月
で
廃
業
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
先
に
み
た
第
五



回
内
国
勧
業
博
覧
会

が
開
か
れ
た
同
じ
こ
の
年
が
、

囗
本
の
バ
ス
元
年
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
明
治
時
代
の

終
わ
り
頃
ま
で
に
、
各
地
で
バ
ス
事
業
の
出
願
が
あ

い
つ
い
た
。
し
か
し
事
業
化
さ
れ
て
も
広
島
や
京
都

の
例
と
同
じ
で
、
道
路
事
情
が
悪
い
う
え
に
車
の
故

障
や
事
故
が
多
く
、
い
ず
れ
も
試
行
の
域
を
出
な
か
っ

た
。
当
時
の
道
路
交
通
の
主
役
で
あ
っ
た
人
力
車
や

乗
合
馬
車
に
代
わ
っ
て
、
乗
合
自
動
車
が
庶
民
の
足

に
な
る
に
は
、
ま
だ
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
大
正
の
初
め
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
バ

ス
発
達
の
流
れ
を
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九

匸
二
（
大
正
二
）

○
東
京
に
初
め
て
バ
ス
出
現

一
九
一
九
（
大
正
八
）

○
東
京
市
街
乗
合
バ
ス
営
業
始
ま
る
（
バ

ス

ー
サ
ー
ビ
ス
の
成
立
）

○
道
路
法
公
布
（
自
動
車
交
通
の
発
達
を

見
込
ん
で
道
路
の
建
設
・
整
備
を
図
る
）

○
自
動
車
取
綸
令
公
布

一
九
二
三
（
大
正

匸
一
）

○
関
東
大
震
災
で
軌
道
交
通
が
壊
滅
、
バ

ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
利
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る

一
九
二
四
（
大
正

匸
二
）

○
東
京
市
が
乗
合
自
動
車
を
開
業

一
九
二
七
（
昭
和
二
）

○
大
阪
市
が
乗
合
自
動
車
を
開
業

一
九
二
九
よ
昭
和
四
）

○
鉄
道
省
が
中
心
と
な
り
国
産
バ
ス
実
用

化
へ

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

○
名
古
屋
市
が
乗
合
自
動
車
を
開
業

○
省
営

バ
ス
＝
国
鉄
バ
ス
営
業
開
始

一
九
三
四
（
昭
和
九
）

○
囗
本
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス

一
九
三
八
（
昭
和

匸
二
）

○
石
油
燃
料
の
制
限
で
東
京
に
木
炭
バ
ス

登
場

○
民
営
バ
ス
な
ど
の
戦
時
統
合
始
ま
る

な
お
、
一
九
〇
三
年
の
京
都
の
乗
合
自
動
車
は
、

時
速
約
八
j

た
っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
ほ
ど
後
の
東

京
で
、
自
動
車
の
制
限
速
度
が
匸
二
～
一
六
j

、
一

九
一
九
年
の
自
動
車
取
締
令
で
は
時
速
二
六
j

ま
で

の
運
転
と
な
っ
て
い
た
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
初
期
の

バ
ス
は
非
常
に
の
ろ
の
ろ
走
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、



そ
れ
で
も
自
動
車
に
不
慣
れ
な
当
時
の
人
々
は
路
上

で
自
動
車
を
よ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
よ
く
事
故
が

起
こ
っ
て
い
た
。

遠
州
の
乗
合
自
動
車
こ
と
は
じ
め

進
取
の
気
風
に
富
む
遠
州
で
も
、
明
治
時
代
の
後

期
に
た
と
え
ば
浜
松
上
一
俣
、
浜
松
～
舞
阪
に
乗
合

自
動
車
を
走
ら
せ
る
計
画
が
あ
っ
た
。
し
か
し
前
述

の
各
地
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
計
画
と
試
行
の
域

を
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

乗
合
自
動
車
が
本
格
的
に
庶
民
の
足
に
な
り
は
じ

め
る
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
〇
年
代

終
わ
り
頃
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
主

な
舞
台
で
、
日
本
は
輸
出
も
好
調
で
好
景
気
に
見
舞

わ
れ
、
遠
州
の
織
物
、
機
械
、
楽
器
そ
の
ほ
か
の
物

産
も
大
い
に
発
展
し
た
。
そ
の
活
気
を
背
景
に
、
遠

州
各
地
で
、
い
っ
せ
い
に
乗
合
自
動
車
の
運
行
計
画

が
動
き
始
め
た
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）

○
浜
松
～
二
俣
（
浜
松
自
動
車
㈱
）

○
森
～
袋
井
（
一
か
月
足
ら
ず
で
廃
業
）

一
九
一
九
（
大
正
八
）

○
鷲
津
上
ニ
ケ
囗

鷲
津
～
新
居

鷲
津
～
白
須
賀
（
以
上
、
湖
西
自
動
車

㈱
）

○
堀
之
内
～
池
新
田
～
地
頭
方
（
以
上
、

東
遠
自
動
車
運
輸
㈱
↓

池
新
田
自
動
車

㈱
↓
堀
之
内
軌
道
運
輸
㈱
）

一
九
二
〇
（
大
正
九
）

○
浜
松
～
掛
塚

掛
塚
～
中
泉

○
浜
松
で
タ
ク
シ
ー
を
営
業
し
て
い
た
万

歳
自
動
車
商
会
が
、
浜
松
圭
一
俣
の
路

線
を
引
き
継
ぐ
。
さ
ら
に
次
の
三
路
線

も
運
行
へ
。

二
俣
～
犬
居

浜
松
～
気
賀
～
渋
川

浜
松
～
弁
天
島

○
気
賀
～
奥
山
半
僧
坊

浜
松
～
気
賀
～
奥
山

○
相
良
地
方
（
相
良
自
動
車
㈱
）

一
九
ニ

ー
　（
大
正
一
〇
）

○
浜
松
市
が
市
営
バ
ス
計
画
を
立
案
（
財

政
事
情
悪
化
の
た
め
延
期
）

一
九
二
二
（
大
正
一
　匸

○
森
～
袋
井

森
～
犬
居
（
以
上
、
秋
葉
自
動
車
㈱
）

な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

湖西自動車の乗車券



し
か
し
、
輸
入
車
の
購
入
は
高
価
に
つ
い
た
。
し

か
も
道
路
事
情
が
悪
い
う
え
、
故
障
も
多
か
っ
た
。

人
々
も
自
動
車
に
ま
だ
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
。
定
員

は
五
上
（
人
程
度
だ
が
利
用
者
が
少
な
い
の
で
、
道

行
く
人
に
「
運
賃
は
タ
ダ
で
い
い
か
ら
」
と
声
を
か

け
て
も
、
乗
ろ
う
と
し
な
い
。「
自
動
車
な
ど
に
乗
る

の
は
ゼ
イ
タ
ク
だ
」
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
だ
っ

た
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
。

一
方
で
人
力
車
や
乗
合
馬
車
は
、
自
動
車
と
い
う

文
明
の
利
器
に
す
さ
ま
じ
い
抵
抗
を
示
し
、
競
争
は

激
し
く
、
も
め
ご
と
は
絶
え
な
か
っ
た
。
運
賃
は
乗

合
馬
車
に
比
べ
て
割
高
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
悪
条
件
の
中
で
の
乗
合
自
動
車
の
事
業

化
だ
っ
た
の
で
、
経
営
は
順
調
と
は
い
か
ず
、
た
と

え
ば
森
～
袋
井
間
は
一
か
月
足
ら
ず
で
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
北
遠
と
結
ぶ
遠
州
の
南
北
の
動
脈

で
あ
る
浜
松
圭

一
俣
間
で
す
ら
、
経
営
不
振
が
つ
づ

き
危
機
に
瀕
し
て
い
た
。

な
お
、
北
遠
の
奥
地
の
佐
久
間
地
方
で
は
、
昔
か

ら
三
河
の
新
城
、
豊
橋
方
面
と
の
人
と
物
資
の
交
通

が
主
だ
っ
た
が
、
乗
合
自
動
車
も
ま
ず
愛
知
県
側
か

ら
入
っ
て
き
た
。
来
三
自
動
車
㈱
が
す
で
に
一
九
一

九
年
（
大
正
八
）
に
豊
川
鉄
道
の
終
点
長
篠
駅
か
ら

乗
合
自
動
車
の
運
行
を
開
始
し
、
翌
年
に
は
佐
久
間

地
方
の
中
心
で
水
陸
交
通
の
要
地
で
あ
る
浦
川
ま
で

三
六
j

の
路
線
も
設
け
ら
れ
た
。
鳳
来
寺
鉄
道
が
一

九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に
開
通
後
は
、
こ
の
路
線

は
三
河
川
令
～
中
部
に
変
わ
っ
た
。

乗
合
自
動
車
の
運
行
が
本
格
的
に
始
ま
る

関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
）
の
復
興
に
バ
ス
や
卜

ラ

ッ

ク

が
大

き
な

役

割

を

果

た

し

、

文

明

の
利

器

で

あ

る

自
動

車

の
利

点

に

人

々
は

あ

ら

た

め
て

注

目

し

た

。こ

の
頃

か
ら

遠

州

で

も

自

動

車

の

台

数

が
目

立

っ

て

増
え

は
じ

め
、

人

口

の

増

加

と

産
業

の
発

達

が
著

し

い
浜
松

地
方

は

こ

と

に

そ

う

で

あ

っ

た

。
ち

な

み

に

浜

松
市

に

お
け

る

工

場

数

を

み

る

と

。

一

八

九

四

年
　
　

一

九
二

四

年

（
明

治
二

七

）
　
　（
大

正

匸

二
）

鉄

道

南
　
　
　
　
　
　
　
　

一

〇
　
　
　
　

一
六

七

鉄

道

北

（
馬

込

川

西

）
　
　
一

〇
　
　
　
　

一

一
四

鉄

道

北

（
馬

込

川

東

）
　
　
　
四
　
　
　
　

一
〇

六

北

部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
　
　
　
　
　

七
九

と

な

っ
て

い

る
。
三

〇

年

間

に

大

変

な
増

え

方

で

あ

り

、
人

の
動

き

も

活

発

に

な

っ
て

い
た

。
大

正

時

代

が
終

わ

る

一
九

二

六

年

頃

ま

で

に

は

、
浜

松

周

辺

の

ほ

と

ん

ど

の
主

要

道

路

に

乗

合

自
動

車

が
運

行

さ

れ

る

よ

う

に
な

っ
て

い
た

。

前

項

に
引

き
続

い
て

、

そ

の

後

の

路

線
発

達

の
よ

う

す

を

み

る

と
次

の
と

お

り

で

あ

る

。

一

九
二

三

年

（
大

正

匸

一
）

〔
浜

松

～

笠
井

〕

フ

ォ

ー
ド

、

シ

ボ
レ

ー
を

使

用

し

た

定
員

六

～
八

人

の

バ
ス

運

行

。

江

戸
時

代

か
ら

遠

州

の

物

産

の
集

散

地

と

し

て

発

達
し

た

笠
井

と

浜

松

を
結

ぶ
こ

の
路

線

は
、
前

年

設

立

の
浜

松

タ
ク

シ
ー

自

動

車

商
会

が

タ

ク

シ

ー
営

業

と

と

も

に
乗

合

自

動

車

も

兼

業
し

て

い
た

が
、

新

た

に

笠

井

自
動

車

商

会

を

設

立
し

て

本

格

的

な

乗

合

自

動

車

の

運

行
を

始

め

た

の

で

あ

る

。
徒

歩

約

二

時

間

半

か

か

っ

て

い

た

の

が
所
要

時
間

一
時

間

弱

、

片

道

の

運

賃
三

五

銭

、
一

日

六

往

復

で
営

業

。

浜松駅前 昭和5 年頃



〔
浜
松
～
弁
天
島
〕
浜
松
市
街
自
動
車
商
会
が
本

格
的
運
行
を
開
始
。

〔
二
俣
～
中
泉
〕
遠
州
自
動
車
商
会
が
運
行
開
始
。

後
に
二
俣
～
山
梨
、
二
俣
～
笠
井
も
運
行
。

〔
二
俣
～
犬
居
、
二
俣
～
船
明
〕
秋
葉
自
動
車
商

会
が
営
業
免
許
を
買
い
取
り
本
格
的
運
行
開
始
。

〔
浜
松
市
内
〕
浜
松
市
街
自
動
車
商
会
が
、
市
街

乗
合
自
動
車
の
運
行
を
始
め
る
。

一
九
二
四
年
（
大
正

匸
二
）

〔
浜
松
～
掛
塚
、
浜
松
～
中
泉
〕
当
初
は
愛
知
県

出
身
の
人
が
バ
ス
の
運
行
を
始
め
て
い
た
が
、
こ
の

年
掛
塚
の
地
元
有
志

が
褂
塚
自
動
車
㈱
を
設
立
、
そ

れ
ま
で
の
路
線
と
出
願
中
の
路
線
（
掛
塚
～
中
泉
）

お
よ
び
自
動
車
三
台
な
ど
を
譲
り
受
け
営
業
を
開
始
。

〔
浜
松
～
舘
山
寺
（
堀
江
）
〕
遠
州
自
動
車
㈱
が
本

格
的
運
行
を
開
始
。

〔
二
俣
～
上
阿
多
古
〕
阿
多
古
自
動
車
㈲
が
本
格

的
運
行
を
開
始
。

〔
森
～
掛
川
、
森
～
二
俣
〕
中
遠
の
秋
葉
自
動
車

㈱
が
秋
葉
自
動
車
運
輸
商
会
と
な
り
、
こ
の
年
か
ら

こ
の
二
路
線
の
運
行
も
開
始
。

〔
袋
井
～
横
須
賀
、
袋
井
～
豊
浜
〕
中
遠
鉄
道
㈱

が
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。
こ
の
会
社
は
後
に
静
岡
鉄

道
㈱
に
統
合
さ
れ
る
。

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）

〔
掛
川
～
日
坂
〕
そ
れ
ま
で
乗
合
馬
車
（
三
台
、

一
日
五
往
復
）
が
走
っ
て
い
た
が
、
乗
合
自
動
車
（
三

台
、
一
日
一
一
往
復
）
に
変
わ
っ
た
。

〔
相
良
～
金
谷
〕
相
良
の
輪
栄
舎
（
前
身
は
相
良

自
動
車
㈱
）
が
路
線
開
発
。

〔
相
良
～
御
前
崎
〕
個
人
の
経
営
。

こ
う
し
て
大
正
末
の
一
九
二
六
年
に
は
、
遠
州
の

バ
ス
路
線
は
非
常
に
発
達
し
、
事
業
者
は
乱
立
状
態

に
あ
っ
た
。

バ
ス
事
業
者
の
整
理
。

統
合
が
進
む

零
細
な
バ
ス
事
業
者
が

乱
立
し
、
競
争
が
激
化
す

る
中
で
、
昭
和
に
入
る
と

事
業
の
合
併
や
路
線
の
買

収
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

①
浜
松
自
動
車
㈱
の
設

立
昭
和
初
期
の
浜
松
を
中

心
と
す
る
バ
ス
路
線
は
、

次
の
各
社
が
路
線
ご
と
に

分
立
し
て
い
た
。

笠井自動車商会で使った乗合自動車 昭和6 年

掛塚乗合自動車の最新型バス 昭和2 年



笠
井
自
動
車
商
会
　
　
　

浜
松
～
笠
井
～
鹿
島

万
歳
自
動
車
商
会
　
　
　

浜
松
～
倉
松

浜
松
～
鶴
見

遠
州
自
動
車
㈱
　
　
　
　

浜
松
～
堀
江

坂
下
自
動
車
商
会
　
　
　

浜
松
～
宇
布
見

浜
松
市
街
自
動
車
商
会
　

浜
松
～
弁
天
島

浜
松
～
連
隊
前

浜
松
～
伊
場

浜
松
～
天
神
町

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
に
、
笠
井
自
動
車
商
会
、

万
歳
自
動
車
商
会
、
遠
州
自
動
車
㈱
、
坂
下
自
動
車

商
会
の
四
社
が
合
併
、
浜
松
市
街
自
動
車
商
会
を
買

収
し
て
、
浜
松
自
動
車
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。

同
社
の
バ
ス
は
「
銀
バ
ス
の
浜
自
」
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
、
業
績
も
順
調
に
推
移
す
る
。

②
掛
塚
自
動
車
㈱
の
路
線
拡
大

す
で
に
述
べ
た
掛
塚
自
動
車
㈱
は
昭
和
に
入
っ
て

積
極
的
な
路
線
の
買
収
を
推
し
進
め
、
営
業
基
盤
の

拡
大
と
安
定
を
図
っ
た
。
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
C
C

寺
田
自
動
車
商
会
　
　
　

中
泉
～
横
須
賀

中
泉
～
福
田

キ
ン
グ
自
動
車
　
　
　
　

中
泉
～
大
淵
村
野
賀

を
買
収
、
さ
ら
に
一
九
三
七
年
（
昭
和

匸
一
）
に
、

静
岡
電
気
鉄
道
㈱
　
　
　

見
付
～
福
田

見
付
～
大
藤

の
路
線
を
買
収
し
て
、
従
来
の
掛
塚
を
中
心
に
浜

松
、
中
泉
に
延
び
て
い
た
路
線
を
、
さ
ら
に
磐
田
、

福
田
、
横
須
賀
方
面
へ
と
エ
リ
ア
を
拡
大
し
た
。

③
気
賀
自
動
車
㈱
の
設
立

引
佐
地
区
に
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
大
正
年
間
か

ら
乗
合
自
動
車
が
走
っ
て
い
た
。
一
九
二
六
年
（
大

正
一
五
）
　に
は
、

浜
松
～
熊
村
（
気
賀
囗
経
由
）

浜
松
～
井
伊
谷
（
金
指
経
由
）

の
路
線
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
設
立
さ
れ
た
気
賀

自
動
車
㈱
が
翌
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
次
の
路

線
の
乗
合
営
業
免
許
を
新
た
に
取
得
し
、
本
格
的
な

バ
ス
運
行
を
開
始
し
た
。

浜
松
～
気
賀

浜
松
～
井
伊
谷

同
社
は
さ
ら
に
そ
の
後
、
次
の
路
線
を
買
収
あ
る

い
は
営
業
免
許
を
取
得
し
て
バ
ス
を
運
行
し
、
営
業

基
盤
を
拡
充
し
た
。

気
賀
～
熊

金
指
～
熊

東
黒
田
～
田
沢

渋
川
～
大
平

四
方
浄
～
田
沢

な
お
、
こ
の
気
賀
自
動
車
㈱
は
一
九
三
五
年
（
昭

和
一
〇
）
に
遠
州
電
気
鉄
道
㈱
の
傘
下
に
入
る
。

㈲
遠
州
秋
葉
自
動
車
㈱
の
設
立

北
遠
地
方
で
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
遠
州
自
動
車

商
会
と
秋
葉
自
動
車
商
会
が
、
一
九
ご
二

年
（
昭
和

六
）
に
合
併
、
遠
州
秋
葉
自
動
車
㈱
を
設
立
し
た
。

主
な
営
業
路
線
は
、

二
俣
～
中
泉

二
俣
～
山
梨

二
俣
～
笠
井

二
俣
～
犬
居

二
俣
～
西
川

山
梨
～
富
部

掛川行き乗合自動車 奥山自動車の路線図



な
ど
で
、
そ
の
後
次
の
路
線
も
運
行
。

西
川
～
西
渡

富
部
～
掛
川

同
社
は
ま
た
、
天
竜
川
を
往
復
す
る
プ
ロ
ペ
ラ
船

も
運
航
し
た
。
木
造
船
に
四
〇
馬
力
の
飛
行
機
エ
ン

ジ
ン
を
取
り
つ
け
、
直
径
二
片
の
プ
ロ
ペ
ラ
で
水
上

を
推
進
す
る
飛
行
艇
で
、
水
上
バ
ス
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
。
定
員
は
上
り
二
五
人
、
下
り
三
〇
人
で

あ
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
船
は
、
こ
れ
よ
り
先
一
九
二
三
年

（
大
正

匸
一
）
に
天
竜
川
運
輸
会
社
（
一
九
二
二
年

設
立
）
が
運
航
を
始
め
た
も
の
で
、
地
形
的
に
道
路

の
発
達
を
阻
ま
れ
て
い
た
北
遠
の
天
竜
川
流

域
の
人
々
の
貴
重
な
足
と
な
っ
て
い
た
。
料

金
は
当
時
と
し
て
は
少
し
高
か
っ
た
が
、
西

川
～
鹿
島
を
上
旦

二
時
間
半
、
下
り
二
時
間

で
、
爆
音
を
た
て
て
運
航
し
人
気
が
あ
っ
た
。

こ
の
所
要
時
間
は
普
通
の
船
の
半
分
で
あ
っ

た
。天
竜
川
運
輸
会
社
は
そ
の
後
、
天
竜
川
飛

行
艇
㈱
と
な
り
、
航
路
も
西
渡
～
西
川
～
鹿

島
に
延
長
し
て
い
た
。
ま
た
一
九
二
九
年
（
昭

和
四
）
に
は
二
俣
水
窪
往
還
の
う
ち
完
成
し

た
船
明
～
谷
山
間
に
乗
合
自
動
車
を
運
行
し

は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
全
営
業
権
を
遠
州
秋

葉
自
動
車
㈱
が
譲
り
受
け
、
プ
ロ
ペ
ラ
船
の

航
路
は
中
部
～
西
渡
～
鹿
島
と
延
長
さ
れ
た

の
で
あ
る
（
一
九
四
〇
年
ま
で
運
航
）
。

遠
州
秋
葉
自
動
車
㈱
は
、
一
九
三
七
年
（
昭

和

匸
一
）
に
は
水
窪
線
、
佐
久
間
線
の
バ
ス

路
線
も
買
収
し
て
、
北
遠
一
帯
に
営
業
範
囲

を
拡
大
し
た
。

な
お
、
二
俣
～
水
窪
間
に
バ
ス
が
走
り
は
じ
め
た

の
は
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
か
ら
で
、
そ
の
道

が
今
日
の
国
道
一
五
二
号
線
に
発
展
す
る
。
す
で
に

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
県
道
に
昇
格
し
て
い

た
が
、
当
時
は
ま
だ
道
幅
は
狭
く
、
舗
装
も
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
ご
尨
州
の
孤
島
々
と
も
い
わ
れ
た
水
俣

周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
、
ム
ラ
と
外
界
（
世
間
）
と

を
結
ぶ
こ
の
幹
線
道
路
の
改
良
・
拡
幅
と
舗
装
は
、

長
年
に
わ
た
る
切
実
な
願
い
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
か

な
え
ら
れ
る
の
は
さ
ら
に
後
の
こ
と
で
あ
る
。

天竜川の水上バス プ囗ペラ船

遠州秋葉自動車㈱の乗合自動車



浜
松
市
営

バ
ス
の
誕
生

す
で
に
み
た
よ
う
に
浜
松
市
で
は
大
正
時
代
後
期

に
、
市
営
乗
合
自
動
車
の
計
画
を
立
て
た
が
、
財
政

悪
化
の
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
一
九
二
九

年
（
昭
和
四
）
に
新
案
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
と
き
市

電
（
路
面
電
車
）
計
画
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
た
が
、

お
り
し
も

。
昭
和
恐
慌
”
の
不
況
の
た
だ
中
で
国
の

緊
縮
財
政
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
た
実
現
を
み
な
い

で
終
わ
っ
て
い
た
。

一
九
三
六
年
（
昭
和
一

二

に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
市
営
バ
ス
が
お
目
見
え
し
た
。
そ
れ
ま
で
浜
松
市

内
で
は
、
浜
松
循
環
自
動
車
㈱
（
昭
和
三
年
設
立
。

同
九
年
、
佐
鳴
湖
遊
園
バ
ス
㈱
を
合
併
）
と
中
田
島

自
動
車
㈱
（
昭
和
五
年
設
立
）
の
二
社
が
運
行
し
て

い
た
が
、
市
が
政
府
借
入
金
に
よ
り
こ
の
二
社
を
そ

れ
ぞ
れ
七
万
四
五
〇
〇
円
、
八
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
、

一
〇
両
の
車
両
（
シ
ボ
レ
ー
ハ

、
フ
ォ
ー
ド
ニ
）
で

次
の
路
線
の
営
業
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

西
回
り
線
　
　
　
　

延
長
七
丿
九
三
四
片

東
回
り
線
　
　
　
　
　
　

四
丿
八
一
九
片

北
回
り
線
　
　
　
　
　
　

五
い
○
九
万

片

佐
鳴
湖
線
　
　
　
　
　
　

三
丿
五
五
九
片

中
田
島
線
　
　
　
　
　
　

四
丿
八
二
七
片

合
計
　
　
　
　
　
　

二
六
ぐ

匸

九
片

市
営
バ
ス
の
ボ
デ
ィ
ー
は
、
薄
草
色
の
下
地
に
海

老
茶
色
の
二
本
の
線
が
入
っ
て
い
た
。
運
賃
は
大
人

一
〇
銭
均
一
、
乗
換
え
は
無
料
だ
っ
た
。
佐
鳴
湖
線

と
巾
田
島
線
は
遊
園
・
観
光
目
的
の
路
線
で
、
当
初

は
夏
の
問
だ
け
運
行
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
車
両
数
と
利
用
客
数
は
次
の
よ
う
な
推

移
を
示
し
た
。

昭
和
一
一
年
度
　
　

一
八
両
　
　
　

五
三
万
人

匸
一
　
　
　
　
　一
八
　
　
　
　一
〇
五
万

一
三
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
　
匸
一
一
万

一
四
　
　
　
　

二
三
　
　
　
　
一
七
五
万

一
五
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　

二
二
九
万

一
六
　
　
　
　

二
六
　
　
　

二
四
五
万

一
七
　
　
　
　

二
六
　
　
　

二
六
三
万

一
八
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　

二
七
七
万

一
九
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　

二

二
（
万

二
〇
　
　
　
　
　

六
　
　
　
　

三
二
万

（
車
両
数
は
昭
和
一
九
年
度
は
六
月
現
在
、
同
二

〇
年
度
は

匸
一
月
現
在
の
数
字
）

市
営
バ
ス
が
走
り
は
し
め
た
一
九
三
六
年
（
昭
和

一

二

か
ら
、
浜
松
市
で
は
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ

た
。
道
路
も
西
回
り
線
、
北
回
り
線
と
い
う
よ
う
に

順
次
舗
装
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
連
尺
か
ら
伝
馬

町
に
か
け
て
近
代
的
な
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。

営業所に勢ぞろいの浜松市営バス

浜松市営バス 事業開始当時の運行時刻表 昭和囗年12月15日改正の運行時刻表



第
7
章
　
自
動
車
の
登
場

3
　
鉄
道
と
バ
ス
の
競
争

バ
ス
の
急
成
長
、
鉄
道
を
脅
か
す

明
治
以
来
、
鉄
道
・
軌
道
は
大
量
輸
送
機
関
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
発
達
し
て
き
た
が
、
バ
ス
の
急
成

長
で
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鉄
道
・
軌
道
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
と
の
激

し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
た
。
し
か
し
バ
ス
の
進
出
は

時
代
の
勢
い
で
あ
り
、
運
賃
値
下
げ
な
ど
の
対
抗
策

に
も
限
度
が
あ
っ
た
。
し
か
も
昭
和
初
期
の
深
刻
な

不
況

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
経
営
状
態
の
悪
化
に
苦

し
む
軌
道
・
鉄
道
が
続
出
し
た
。

駅
を
起
点
・
終
点
と
し
て
後
背
地
と
結
ぶ
バ
ス
の

場
合
は
、
鉄
道
に
と
っ
て
ラ
イ
バ
ル
で
は
な
く
援
軍

と
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
し
か
し

バ
ス
は
鉄
道
と
並

行
し
て
客
を
拾
っ
て
行
く
路
線
も
多
く
、
並
行
し
な

い
ま
で
も
同
じ
エ
リ
ア
の
中
で
小
回
り
が
き
く
運
行

を
行
い
、
ス
ピ
ー
ド
も
あ
り
、
将
来
性
に
富
ん
で
い

た
。
一
方
で
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
物
資
輸
送
も
増
加

（
後
述
）
し
、
鉄
道
・
軌
道
は
営
業
成
績
が
低
下
し

危
機
感
を
つ
の
ら
せ
た
。

乗
客
の
減
少
を
防
ご
う

と
し
て
、
線
路
上
に
軌
道

自
動
車
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
）

を
走
ら
せ
る
な
ど
、
バ
ス

と
激
し
い
競
争
を
繰
り
広

げ
な
が
ら
軽
便
鉄
道
が
懸

命
に
生
き
延
び
よ
う
と
し

た
例
は
、
前
章
で
も
見
た

と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
昭
和
の
初
め
の

一
九
二
六
～
一
九
三
一
年

に
全
国
で
早
く
も
地
方
鉄

道
・
軌
道
の
廃
止
は
七
〇

件
に
の
ば
っ
た
。
遠
州
で

は
一
九
三
〇
年
代
後
半
以

降
、
主
に
は
バ
ス
と
の
競

争
に
敗
れ
て
、
廃
止
さ
れ

る
軌
道
・
鉄
道
が
あ
い
つ

い
だ
。

笠井自動車商会のバス



一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）

堀
之
内
軌
道
運
輸
（
堀
之
内
～
池
新
田
）

一
九
三
六
（
昭
和
一
　匸

藤
相
鉄
道
（
大
手
～
駿
河
南
部
）

光
明
電
気
鉄
道
（
新
中
泉
圭
一
俣
町
）

一
九
三
七
（
昭
和

匸
一
）

浜
松
電
気
鉄
道
（
浜
松
～
中
ノ
町
）

西
遠
鉄
道
（
貴
布
袮
～
宮
口
）

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）

浜
松
電
気
鉄
道
（
西
ケ
崎
～
笠
井
）

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

静
岡
鉄
道
（
可
睡
～
可
睡
口
）

鉄
道
・
軌
道
を
経
営
す
る
会
社
が
、
営
業
成
績
の

低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
み
ず
か
ら
バ
ス
事
業
に
乗
り

出
す
例
も
急
増
し
た
。
そ
の
数
は
一
九
三
〇
年
（
昭

和
五
）
に
は
全
国
で
匸
二
九
社
と
な
り
、
直
営
で
な

く
傍
系
会
社
と
し
て
経
営
す
る
も
の
四
九
社
、
合
わ

せ
る
と
そ
の
バ
ス
営
業
路
線
は
六
三
〇
〇
j
を
超
え

た
。
遠
州
の
例
を
次
に
見
て
み
よ
う
。

遠
州
電
気
鉄
道
㈱
、
バ
ス
事
業
に
進
出

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
坂
下
自
動
車
商
会

が
、
浜
松
～
鹿
島
に
バ
ス
の
運
行
を
始
め
、
遠
州
電

気
鉄
道
と
の
間
で
す
さ
ま
じ
い
客
の
奪
い
合
い
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
バ
ス
は
そ
の
利
点
を
生

か
し
、
天
竜
川
の
河
原
ま
で
乗
り
入
れ
て
プ
ロ
ペ
ラ

船
と
接
続
す
る
な
ど
し
た
か
ら
、
遠
州
電
気
鉄
道
の

客
は
み
る
み
る
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。

両
社
の
競
合
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
決
着

を
み
た
。
遠
州
電
気
鉄
道
が
鉄
道
線
の
防
衛
の
た
め

に
、
坂
下
自
動
車
商
会
の
バ
ス
路
線
を
買
収
し
、
バ

ス
事
業
に
も
進
出
し
た
の
で
あ
る
。

同
社
は
そ
の
後
も
、
次
の
各
路
線
の
営
業
免
許
の

取
得
あ
る
い
は
路
線
買
収
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
沿

線
の
交
通
網
を
整
備
・
拡
充
し
て
い
っ
た
。

鹿
島
～
車
道

岩
水
寺
駅
～
岩
水
寺

宮
口
～
笠
井

中
ノ
町
～
天
竜
川
駅

さ
ら
に
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
頃
か
ら
は
、

近
隣
の
有
力
な
バ
ス
会
社
に
資
本
参
加
す
る
形
で
、

積
極
的
に
バ
ス
事
業
を
展
開
し
始
め
た
。
も
は
や
鉄

道
の
防
衛
策
と
い
う
消
極
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
新

時
代
の
重
要
な
交
通
機
関
と
し
て
バ
ス
事
業
を
捉
え
、

そ
れ
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

○
気
賀
自
動
車
㈱
へ
の
資
本
参
加
・
社
長
ほ
か
役

員
派
遣
（
傍
系
会
社
と
な
る
）

○
遠
州
秋
葉
自
動
車
㈱
へ
の
資
本
参
加
・
役
員
派

遣
（
傍
系
会
社
と
な
る
）

○
浜
松
自
動
車
㈱
の
株
式
取
得
・
役
員
派
遣

○
阿
多
古
自
動
車
㈱
の
株
式
取
得

○
姉
妹
会
社
の
浜
松
電
気
鉄
道
㈱
が
、
秋
葉
自
動

車
運
輸
商
会
と
提
携
、
遠
州
乗
合
自
動
車
㈱
を

設
立
（
傍
系
会
社
と
な
る
）

浜
松
電
気
鉄
道
㈱
の
バ
ス
事
業
進
出

第
6

章
で
み
た
よ
う
に
浜
松
軌
道
㈱
は
、
一
九
二

五
年
（
大
正
一
四
）
に
遠
州
電
気
鉄
道
㈱
か
ら
姉
妹

会
社
と
し
て
分
離
さ
れ
、
浜
松
～
中
ノ
町
線
お
よ
び

笠
井
～
西
ケ
崎
線
に
軽
便
を
走
ら
せ
て
い
た
。
同
社

も
バ
ス
と
の
競
合
で
経
営
は
苦
し
く
、
浜
松
～
中
ノ

町
線
の
電
化
に
よ
る
輸
送
力
の
増
強
に
よ
っ
て
生
き

■

浜
松

地
方

の
初

期

の
バ
ス

浜
松
地
方
で
乗
合
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
っ
た

の
は
大
正
末
期
の
こ
と
で
す
。
笠
井
～
浜
松
間

に
は
じ
め
て
の
バ
ス
事
業
が
起
こ
っ
た
理
由
は
、

当

時
笠
井
地
方
の
機
業
が
た
い
へ
ん
隆
昌

を
き

わ
め
、
関
西
や
関
東
か
ら
も
多
く
の
商
人
が
出

入

り
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
客
を
早
く
輸
送
す

る
た
め
に

バ
ス
事
業
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

バ
ス
の
乗
客
は
も
っ
ぱ
ら
商
人
か
、
左
う
ち

わ
の
機
屋
（
は
た
や
）
さ
ん
に
限
ら
れ
、
農
民

や
労
働
者
は
歩
く
か
、
せ
い
ぜ
い
馬
車
を
利
用

す
る
く
ら
い
の
も
の
で
し
た
。
乗
車
賃
も
馬
車

に
く
ら

べ
高
か
っ
た
の
で

す
が
、
運
賃
が
高
い

と
い
う
こ
と
よ
り
、「
自
動
車
に
乗

る
な
ど
ぜ
い

た
く
だ
」
と
い
う
世
人
の
視
線
に
さ
ま
た
げ
ら

れ
て
、
な
か
な
か
一
般
人
は
バ
ス
の
ス
テ
ッ
プ

に
足
を
か
け
に
く
か
っ
た
の
で
す
。

（
『
浜
松
市
営

バ
ス
記
念
誌
』
よ
り
。
談
話
・
八

木
橋
周
釛
＝
笠
井

自
動
車
商
会
経
営
者
、
の
ち

遠
州

鉄
道
㈱
専
務
）

浜松～笠井間の乗合自動車のりば



残
り
を
図
る
べ
く
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
社

名
を
浜
松
電
気
鉄
道
㈱
と
改
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
時
代
は
ま
さ
に
金
融
恐
慌
・
昭
和
恐
慌

の
真
っ
直
中
に
突
入
し
、
膨
大
な
資
金
を
必
要
と
す

る
電
化
胖
画
は
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
計
画
を
変

更
し
、
代
わ
り
に
軌
道
自
動
車
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
）

を
運
行
し
始
め
た
が
、
バ
ス
と
の
競
合
は
年
と
と
も

に
激
し
く
な
り
、
経
営
は
低
迷
し
た
。

同
社
の
経
営
を
直
接
脅
か
し
た
の
は
、
秋
葉
自
動

車
運
輸
商
会
が
昭
和
自
動
車
㈱
か
ら
買
収
し
て
営
業

し
始
め
た
、
浜
松
～
巾
ノ
町
の
バ
ス
路
線
で
あ
る
。

つ
い
に
存
』
の
瀬
戸
際
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
浜
松
電

気
鉄
道
㈱
は
、
秋
葉
自
動
車
運
輸
商
会
㈱
と
交
渉
を

進
め
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
二

に
両
社
の
提
携

に
よ
る
遠
州
乗
合
自
動
車
㈱
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
扛

に
よ
り
翌
年
、
浜
松
～
中
ノ
町
問
の
軌
道
は
廃
函
と

な
っ
た
。

同
社
の
上
々
営
業
路
線
は
、

兄
付
～
浜
松

兄
付
～
袋
袢

見
付
～
中
泉

中
泉
～
上
浅
羽

中
泉
～
池
川

兄
付
～
長
森

な
ど
で
あ
っ
た
。

な
お
、
秋
葉
自
動
車
運
輸
商
会

が
運
行
し

て
き
た
営
業
路
線
の
う
ち
、
静
岡
電
気
鉄
道

㈱
が
買
収
し
て
一
九
三
五
乍
（
昭
和
一
〇
）

か
ら
運
行
し
て
い
た
路
線
は
、
遠
州
乗（
‥
自

仞
車
㈱
に
引
き
継
が
扛
な
か
っ
た
。

中
遠
地
方
の
鉄
道
と
バ
ス
の
競
合

前
に
み
た
よ
う
に
秋
葉
街
道
筋
で
は
一
九
〇
二
年

（
明
治
三
五
）
か
ら
秋
葉
馬
車
鉄
道
㈱
が
、
森
～
袋

井
に
軌
道
を
敷
き
馬
車
鉄
道
を
走
ら
せ
て
い
た
。

そ
の
道
に
乗
合
白
動
車
が
初
め
て
姿
を
現
し
た
の

が
、

二
（

年
後
の
一
九
一
八
年
（
人
正
七
）
の
こ
と

だ
っ
た
。
一
か
月
足
ら
ず
で
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た

が
、
そ
の
四
年
後
に
は
秋
葉
自
動
車
㈱
が
森
町
に
設

立
さ
れ
、
森
～
袋
井
、
森
～
犬
居
に
乗
合
自
動
車
の

運
行
を
始
め
る
。
そ
の
後
同
社
は
秋
葉
自
動
車
運
輸

商
会
と
な
り
、
さ
ら
に
森
～
掛
川
、
森
上

一
俣
に
も

路
線
を
問
設
し
た
。

乗
合
自
動
車
の
出
現
に
よ
っ
て
、
馬
車
鉄
道
は
致

命
的
な
打
撃
を
受
け
、
秋
葉
馬
車
鉄
道
㈱
は
静
岡
電

気
鉄
道
㈱
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
一
九
二
六
年
（
大
正

匸
往
）
に
㈱
線
は
電
化
さ
れ
た
。

し
か
し
電
化
し
て
も
利
用
客
は
ど
ん
ど
ん
乗
合
自

動
車
に
奪
わ
れ
て
営
業
成
績
は
低
迷
し
、
同
社
も
ま



た
、
乗
合
自
動
車
を
兼
業
し
て
苦
境
を
乗
り

切
ろ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
の
が

袋
井
～
可
睡
斉
の
乗
合
自
動
車
運
行
（
一
九
二
七
）

だ
っ
た
が
、
こ
の
隕
ら
れ
た
路
線
だ
け
で
は
状
況
の

好
転
に
は
程
遠
く
、
同
社
は
秋
葉
自
動
車
運
輸
商
会

に
対
す
る
交
渉
を
重
ね
た
。
そ
し
て
つ
い
に
競
合
す

る
路
線
の
買
収
に
成
功
し
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
一

〇
）
か
ら
そ
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
る
。

省
営
バ
ス
（
国
鉄
バ
ス
）

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
に

よ
る
好
況
は
、
戦
後
そ
の
反
動
不
況
を
招
き
、
関
東

大
震
災
を
経
て
、
わ
が
国
は
や
が
て

。昭
和
恐
慌
”

の
時
代
に
突
入
す
る
。
長
期
の
不
況
で
鉄
道
も
バ
ス

も
経
営
状
態
は
悪
化
し
た
。

国
有
鉄
道
も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
対
策
と
し
て

の
意
味
合
い
も
あ
っ
て
、
鉄
道
の
付
帯
事
業
と
し
て

バ
ス
事
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
自
動

車
時
代
の
到
来
に
対
応
し
て
鉄
道
と
合
わ
せ
て
バ
ス

も
活
用
し
、
公
共
的
使
命
を
達
成
し
輸
送
量
を
増
大

さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

鉄
道
省
の
自
動
車
交
通
網
調
査
会
は
、
バ
ス
事
業

の
候
補
と
し
て
八
二
路
線
、
総
延
長
四
八
九
六
い
を

答
申
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
愛
知
県

下
で
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
の
を
手
始
め
に
、
全

国
で
三
線
を
試
験
開
業
し
た
鉄
道
省
は
、
一
九
三
三

年
（
昭
和
八
）
か
ら
、
バ
ス
の
運
行
を
付
帯
事
業
で

は
な
く
本
格
的
事
業
と
し
て
乗
り
出
し
、
全
国
に
拡

大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
鉄
道
省
の
事
業
と
し
て
の
バ

ス
は
、「
省
営
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
三
九
年
（
昭

和
一
四
）
ま
で
に
全
国
で
省
営
バ
ス
の
路
線
は
三
九

に
な
っ
て
い
た
。

遠
州
と
の
関
連
で
は
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）

遠州乗合自動車㈱

大正末の秋葉自動車運輸商会

浜松電気鉄道中ノ町線ガソリンカー

‾‾” ”‾‾” ‾”’‾‾’‾‾’‾”‾” γ ”’
－

中 ノ 町 線 を 走 っ た ガ ソ リ ン カ
ー



に
豊
橋
圭

一
川
間
に
も
省
営
バ
ス
運
行
が
始
ま
り
、

四
年
後
に
は
こ
の
路
線
が
白
須
賀
・
新
居
町
ま
で
延

長
さ
れ
て
、
遠
州
に
も
省
営
バ
ス
が
初
め
て
お
目
見

え
し
た
。

こ
の
路
線
が
も
し
浜
松
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
、
民

間
の
湖
西
自
動
車
や
浜
松
自
動
車
の
バ
ス
路
線
は
大

き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。す
で
に
豊
橋
～
白

須
賀
の
路
線
を
運
行
し
て
い
た
二
川
バ
ス
㈱
は
経
営

の
見
通
し
が
立
た
ず
、
鉄
道
省
か
ら
補
助
金
（
見
舞

金
）
を
受
け
て
同
路
線
を
譲
渡
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
「
一
路
線
一
業
者
」
の
原
則
を
守
っ
て

事
業
を
展
開
し
て
き
た
、
民
間

事
業
者
の
反
対
運
動
が
強
ま
っ

た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
空
気
の
中
で
、
省
営
バ
ス

は
当
初
計
画
し
て
い
た
浜
松
ま

で
の
路
線
延
長
を
果
た
せ
な
い

ま
ま
推
移
す
る
。

後
に
こ
の
豊
橋
～
浜
松
間
に

つ
い
て
は
名
古
屋
鉄
道
局
と
遠

州
鉄
道
㈱
と
の
問
で
運
輸
協
定

が
結
ば
れ
る
。
ま
た
一
九
四
六

年
（
昭
和
二

二

に
は
遠
州
鉄

道
の
水
窪
線
が
、
建
設
を
予
定

さ
れ
て
い
た
佐
久
間
鉄
道
と
の

関
連
で
国
鉄
に
譲
渡
さ
れ
、
省

営
バ
ス
天
竜
線
（
後
に
同
佐
久

間
線
が
分
岐
）
と
し
て
運
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

一

消

え
て

ゆ
く

乗
合

馬
車

と
人
力

車

動
物
の
力
あ
る
い
は
人
力
に
頼
る
乗
物
か
ら
、

動
力
に
よ
る
乗
物
へ
と
、
大
正

時
代
の
終
わ
り

か
ら
昭

和
の
初
め
に
か
け
て
は
、
道
路
交
通
の

非
常
に
大
き
な
変
革
の
時
期
で

あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
乗

合
自
動
車
は
、

い
よ
い
よ
試

行
の
域
を
出
て
本
格
的
運
行
の
時
代
に
入
っ
た
。

乗
合
馬
車
、
人
力
車
と
激
烈
な
競
争
が
展

開
さ

れ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
や
運
賃
で
有
利
な
乗
合
自

動
車
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。
時
代
の
流
れ
と
は

い
え
、
敗
退
し
た
乗
合
馬
車
と
人
力
車
は
、
長

い
間
人

々
に
親
し

ま
れ
た
そ
の
姿
を
消
し
て
い

く
ほ
か
な
か
っ
た
。

「
時
代
を
嘆
く
、
敗
残
者
の
呪

い
／

（
中
略
）
自
動
車
の
進
出
に
脅
か
さ
れ
る
ガ
タ

車
と
人
力
。
馬
車
屋
の
路
線
、
買
収
計
画

進
む
。

昔
懐
か
し
の
ガ
タ
馬
車
も
近
く
姿
を
消
す
？

」
　

（
「
日
本
民
声
新
聞
」
昭
和
四
年

匸
一
月
三
日
）

最
盛
期
に
は
三
〇
台
以
上

あ
っ
た
と
さ
れ
る

浜
松
地
方
の
乗
合
馬
車
は
、

一
九
二
九
年

（
昭

和
四
）
に
は
わ
ず
か
に
四
台
に
減
っ
て

い
た
。

北
遠
の
二
俣
で

も
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）

に
は
も
う
乗
合
馬
車
は
姿
を
消
し
て
い
た
。

人
力
車
も
、
浜
松
市
の
例
で
も
一
九
二
三
年

（
大
正

匸
一
）
　の
一
九
三
台
を
ピ
ー
ク
に
そ
の

後
は
急
激
な
減
少
ぶ
り
を
示
し
、
一
九
三
五
年

（
昭
和
一
〇
）
頃
に
は
も
う
庶
民
の
足
と
し
て

の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
。

省営バス（旧国鉄）の｜号車
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4
　
タ
ク
シ
ー

人
力
車
よ
り
速
く
て
安
い

日
本
で
最
初
の
タ
ク
シ
ー
は
、
一
九

匸
一
年
（
大

正

匸

に
東
京
に
出
現
し
た
。
こ
の
年
六
台
だ
っ
た

の
が
一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に
は
五
七
〇
台
に

な
っ
た
。
当
時
は
人
力
車
や
乗
合
馬
車
が
道
路
交
通

機
関
の
主
役
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
間
に
割
り
込
ん
で

タ
ク
シ
ー
が
徐
々
に
足
場
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

自
動
車
の
製
造
技
術
が
進
歩
し
て
故
障
が
少
な
く

な
っ
て
く
る
と
、
タ
ク
シ
ー
や
（

イ
ヤ
ー
の
便
利
さ

が
人
々
に
わ
か
っ
て
き
た
。
人
力
車
よ
り
速
く
、
ま

た
タ
ク
シ
ー
は
人
力
車
よ
り
安
か
っ
た
。
い
っ
た
ん

乗
り
込
む
と
自
分
だ
け
の
空
間
が
得
ら
れ
て
快
適
で

も
あ
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
で

日
本
の
産
業
が
急
激
な
発
達
を
と
げ
て
景
気
が
よ
か
っ

た
頃
は
、
（

イ
ヤ
ー
が
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
の

後
不
況
に
な
る
と
、
今
度
は
タ
ク
シ
ー
の
需
要
が
増

え
て
い
っ
た
。
大
正
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
昭
和
一

初期の頃には同じ車がタクシーとしても乗合自動車としても使われた



ヶ
夕
の
時
代
は
バ
ス
と
同
様
に
タ
ク
シ
ー
の
発
展
期

で
も
あ
り
、
小
規
模
な
業
者
が
乱
立
し
て
過
当
競
争

に
突
入
し
た
。
東
京
で
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、
東

京
市
内
な
ら
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
一
円
の
″円
タ
ク
ヵ

が
大
流
行
し
た
。

浜
松
地
方
で
は
、
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
初

め
て
タ
ク
シ
ー
の
営
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
年

設
立
さ
れ
た
万
歳
自
動
車
商
会
が
、
乗
合
自
動
車
と

と
も
に
タ
ク
シ
ー
も
営
業
し
た
。

社
名
に
タ
ク
シ
ー
と
い
う
横
文
字
を
使
っ
た
の
は
、

一
九
二
二
年
（
大
正
一

二

設
立
の
浜
松
タ
ク
シ
ー

自
動
車
商
会
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ド
ニ

台
を
使
っ
て
の
営
業
だ
っ
た
。
す
で
に
ほ
か
に
も
夕

ク
シ
ー
業
者
は
い
く
つ
も
で
き
て
い
た
が
、
い
ず
れ

も
個
人
経
営
か
、
そ
う
で
な
く
て
も
小
規
模
な
も
の

だ
っ
た
。

タ
ク
シ
ー
過
当
競
争
に
突
入

浜
松
地
方
で
は
早
く
も
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）

に
は
、「
業
者
の
乱
立
に
よ
る
共
倒
れ
を
防
止
す
る
た

め
」
に
協
定
料
金
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と

い
う
新
聞
記
事
が
現
れ
る
。
わ
ず
か
数
年
で
タ
ク
シ
ー

業
者
は
急
増
し
た
の
で
あ
る
。
人
力
車
、
乗
合
馬
車
、

乗
合
自
動
車
と
の
客
の
奪
い
合
い
に
加
え
て
、
タ
ク

シ
ー
同
士
で
客
の
争
奪
戦
が
激
し
く
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
は
浜
松
の
タ
ク
シ
ー

業
者
数
は
四
〇
、
保
有
台
数
は
約
二
〇
〇
台
と
い
わ

れ
、
安
定
し
た
乗
客
の
確
保
は
困
難
だ
っ
た
。
協
定

料
金
を
採
用
し
て
も
、
過
当
競
争
を
生
き
抜
く
た
め

料
金
を
値
引
き
す
る
違
反
タ
ク
シ
ー
が
続
出
し
た
。

こ
う
し
た
深
刻
な
状
況
に
、
よ
う
や
く
終
止
符
が

打
た
れ
る
と
き
が
や
っ
て
き
た
。
一
九
三
六
年
（
昭

和
一

二

、
浜
松
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
合
同
タ
ク
シ
ー
と

い
う
新
会
社
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の
二
社
に
タ
ク
シ
ー

業
者
が
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
の
年
に
は
日
中

戦
争
が
始
ま
る
が
、
日
本
は
す
で
に
準
戦
時
体
制
に

向
か
っ
て
動
い
て
い
た
。
自
由
な
競
争
は
も
は
や
許

さ
れ
ず
、
産
業
の
統
制
を
推
し
進
め
て
国
家
目
的
の

達
成
を
図
る
、
そ
う
い
う
時
代
が
近
づ
い
て
い
た
。

浜松駅前 昭和5 年

フォード車を使い社名も横文字の浜松タクシー
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5
　
自
転
車

ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

か
ら
庶
民
の
足
へ

自
転
車
も
外
国
人
の
発
明
で
あ
る
。
囗
本
に
は
幕

末
の
頃
に
初
め
て
輸
入
さ
れ
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら

も
上
流
・
金
持
ち
階
級
の
少
数
の
人
た
ち
だ
け
が
乗
っ

て
い
た
。
非
常
に
高
価
で
、
初
期
の
自
動
車
と
同
じ

く
や
は
り
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

一
般
の
人
々
は
昔
か
ら
ひ
た
す
ら
歩
く
こ
と
に
慣

れ
て
い
た
。
し
か
も
和
服
が
普
通
で
、
洋
服
を
着
る

の
は
官
吏
、
会
社
員
、
銀
行
員
な
ど
で
比
較
的
少
な

か
っ
た
。
和
服
に
は
自
転
車
は
な
じ
ま
ず
、
し
か
も

高
価
だ
っ
た
か
ら
、
便
利
な
自
転
車
も
あ
ま
り
普
及

せ
ず
人
々
は
人
力
車
や
乗
合
馬
車
を
利
用
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
明
治
後
期
に
な
る
と
役
所
、
会
社
、
商
店

で
自
転
車
を
仕
事
に
利
用
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

た
。
そ
の
う
ち
に
外
国
メ
ー
カ
ー
の
競
争
で
輸
入
自

転
車
の
価
格
も
安
く
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
自
転

車
は
実
用
化
の
時
代
に
入
っ
た
。

天
竜
川
塩
見
渡
し
の
渡
船
の
料
金
表
に
も
、
一
九

1870年頃発明されただるま自転車

ミショー型自転車1863年発明の

世界最初の量産車



○
六
年
（
明
治
三
九
）
に
す
で
に
自
転
車
の
料
金
が

あ
っ
た
。
下
流
の
東
海
道
筋
の
渡
し
場
に
近
い
中
泉

（
現
、
磐
田
市
）
で
は
、

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
　
　
　
　四
七
台

一
九
二
二
年
（
大
正
二
）
　
　
　
　一

二
一
台

一
九
一
九
年
（
大
正
八
）
　
　
　
　四
〇
〇
台

と
な
っ
て
い
て
、
明
治
の
後
期
か
ら
大
正
時
代
に

自
転
車
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

当
時
は
ま
だ
、
人
力
車
も
乗
用
馬
車
も
金
持
階
級
の

乗
り
物
で
、
自
転
車
の
価
格
が
安
く
な
れ
ば
庶
民
は

そ
の
便
利
さ
に
飛
び
つ
い
た
の
で
あ
る
。

都
市
部
に
隕
ら
ず
北
遠
の
山
村
で
も
、
後
に
み
る

よ
う
に
馬
車
が
通
れ
る
比
較
的
平
坦
な
道
が
で
き
る

と
、
山
奥
に
住
む
人
も
そ
の
馬
車
道
の
適
当
な
場
所

に
自
転
車
を
置
い
て
お
き
、
そ
こ
ま
で
歩
い
て
下
り

て
き
て
買
い
物
そ
の
ほ
か
に
自
転
車
で
行
く
、
と
い

う
利
用
形
態
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

や
が
て
国
産
の
自
転
車
も
盛
ん
に
生
産
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
通
勤
、
通
学
な
ど
に
も
男
女
を
問
わ
ず

自
転
車
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
な

ら
泊
ま
り
が
け
だ
っ
た
遠
く
の
町
に
も
、
自
転
車
で

毎
日
通
え
る
よ
う
に
な
り
、
旅
館
の
必
要
も
そ
れ
だ

け
減
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
も
ま
だ
出
産
は
病
院

よ
り
地
域
の
産
婆
さ
ん
に
頼
っ
て
い
た
が
、
そ
の
産

婆
さ
ん
ま
で
自
転
車
で
走
っ
た
。
一
九
二
八
年
（
昭

和
三
）
に
は
、
全
国
で
自
転
車
保
有
台
数
は
五
〇
〇

万
台
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
天
竜
橋
で
行
わ
れ
た

交
通
量
調
査
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
自
転
車
が
歩

行
者
の
三
倍
に
の
ぼ
り
、
中
・
長
距
離
の
移
動
に
自

転
車
が
い
か
に
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

を
物
語
っ
て
い
る
。

■
自

転
車

を
磨

い
て

座
敷

に
上

げ
た

明
治
時
代
後
期
か
ら
自
転
車
の
普
及
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
南
遠
地
方
で
も
、
一
九
二

○
年
（
大
正

九
）
頃
に
は
た
い
て
い
の
家
が
自

転
車
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
当
時
、

舶
来
（
輸
入
）
　の
自
転
車
　
　
　

米
二
〇
俵

国
産
の
新
車
　
　
　
　
　
　
　
　

米
一
〇
俵

国
産
の
中

古
車
　
　
　
　
　
　
　

米
　

五
俵

と
い
う
の
が
大
体
の
相
場
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ

れ
は
今
で

い
え
ば
自
動
車
並
み
で
、
ど
の

家
で

も
自
転
車
を
大
事
に
し
、
油
雑
巾
で
磨
き

込
ん
で
い
つ
も
ピ

カ
ピ
カ
に
し
て
い
た
。「
乗
ら

な
い
と
き
は
、
座
敷
に
置
い
て
あ
っ
た
家

も
少

な
く
な
か
っ
た
」
と
古
老
は
語
っ
て
い
る
。

女学生たちの自転車通学も盛んになった

〔
天

竜

橋

の

交
通

量

調

査

〕

（
昭

和

八

年

六

月

一

日

圭

二
日

ま

で

の

一

日
当

た

り
平

均

交

通

量
）

歩

行

者
　
　
　
　
　

一
〇

三

二

牛

馬
　
　
　
　
　
　

○

こ

二

自

転

車
　
　
　
　

二

九
三

九

荷

車
　
　
　
　
　
　

二

八
九

牛
馬

車
　
　
　
　
　
　

四

七

オ

ー
ト

バ
イ
　
　
　
　

四

二

乗

用

車
　
　
　
　
　

一

〇
二

乗

合

自

動

車
　
　
　

匸

二
九

貨
物

自
動

車
　
　
　

二
二

七

『
天

竜

市

史

』

三倉の旅館前の輸入バイク 大正初期



第
フ
章
　
自
動
車
の
登
場

6
　
ト
ラ
ッ
ク

貨
物
輸
送
の
革
新

わ
が
国
で
は
歴
史
的
に
み
る
と
長
距
離
の
貨
物
の

輸
送
に
は
、
た
と
え
ば
地
方
の
物
産
を
江
戸
へ
送
る

に
は
、
も
っ
ぱ
ら
船
が
使
わ
れ
た
。
つ
ま
り
沿
岸
航

路
に
頼
る
の
が
第
一
の
段
階
で
あ
っ
た
。
陸
上
で
は

船
の
よ
う
に
遠
く
ま
で
は
運
べ
な
か
っ
た
。
仮
に
運

べ
た
と
し
て
も
輸
送
料
は
船
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
高
く
つ
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
幕
末
以
降
、
街
道
で

の
車
の
使
用
も
し
だ
い
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
中
・
近
距
離
は
馬
車
・
牛
車
に
積
ん
で
運

ん
で
い
た
。

次
い
で
明
治
期
の
鉄
道
の
発
達
に
つ
れ
て
、
長
距

離
貨
物
輸
送
は
し
だ
い
に
鉄
道
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
貨
物
専
用
駅
も
つ
く
ら
れ
、

そ
の
構
内
に
は
運
河
が
つ
う
じ
舟
運
と
の
連
携
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
沿
岸
航
路
に
比
べ
て
よ
り
速
く
、
よ

り
安
全
に
、
よ
り
安
い
運
賃
で
貨
物
を
運
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
も
比
較
的
近
距
離
の
貨
物
輸
送
は
、
人

力
に
頼
る
中
・
小
車
、
あ
る
い
は
馬
車
・
牛
車
な
ど

が
主
役
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
次
の
段
階
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
あ
る
。
自

動
車
が
日
本
に
初
め
て
お
目
見
え
し
て
ま
も
な
く
の

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
に
、
自
家
用
の
自
動
車

が
貨
物
を
運
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
業
務
用
と
し
て

は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
に
輸
入
外
車
に
よ
る

日
本
で
初
め
て
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
試
み
が
、ト
ラ
ッ

ク
会
社
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
は

貨
物
も
少
な
く
、
運
賃
は
鉄
道
に
比
べ
て
割
高
で
、

し
か
も
自
動
車
は
よ
く
故
障
し
た
。
ま
だ
時
期
尚
早

だ
っ
た
わ
け
で
、
五
年
後
に
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
九
一
八
）
に

よ
っ
て
日
本
の
産
業
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
そ
れ
に
伴
っ

て
貨
物
量
が
急
増
し
た
。
や
が
て
鉄
道
・
軌
道
だ
け

で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
に
な
り
、
そ
の
頃

に
な
る
と
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
事
業
と
し
て
成
立
す
る

よ
う
に
な
る
。
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
軍
用

わが国最初のトラック 明治36年



自
動
車
補
助
法
が
公
布
さ
れ
、
国
産
ト
ラ
ッ
ク
の
生

産
も
本
格
化
し
た
。

一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
の
関
東
大
震
災
で
関

東
地
方
の
鉄
道
・
軌
道
が
壊
滅
す
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク

は
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
動
車
の

性
能
も
向
上
し
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド
も
あ
り
、
ド
ア
ー

ツ
ー
・
ド
ア
の
小
回
り
も
き
く
。
震
災
後
の
復
興
に

め
ざ
ま
し
い
活
躍
ぶ
り
を
示
し
、
こ
れ
以
後
ト
ラ
ッ

ク
を
利
用
す
る
業
者
が
急
増
し
た
。
当
時
の
全
国
の

ト
ラ
ッ
ク
台
数
は
約
三
〇
〇
〇
台
で
あ
っ
た
。

遠
州
で
も
、
大
正
時
代
の
初
め
か
ら
中
頃
は
ま
だ

人
力
に
よ
る
中
車
・
小
車
や
、
馬
車
・
牛
車
が
、
陸

上
で
の
中
・
近
距
離
の
荷
物
の
輸
送
を
も
っ
ぱ
ら
担
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
変
わ
り
は
じ
め
る
の
が
関
東
大
震

災
の
頃
か
ら
で
、
浜
松
市
で
も
関
東
大
震
災
の
年
に

は
わ
ず
か
三
台
だ
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
、
翌
年
に
は
一

六
台
と
五
倍
以
上
の
増
え
方
で
あ
っ
た
。

ま
た
袋
井
地
方
で
も
、
や
は
り
関
東
大
震
災
の
年

に
東
海
鉱
業
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
始
め
、
翌
年
に
は

袋
井
タ
ク
シ
ー
が
T
型
フ
ォ
ー
ド
で
乗
合

バ
ス
と
と

も
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
手
が
け
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
初
期
に
は
、
バ
ス
と
同
様
に
、

輸
入
乗
用
車
を
改
造
し
て
ト
ラ
ッ
ク
と
し
て
盛
ん
に

利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
北
遠
の
中
部
、
水
窪
地
方

で
も
そ
う
で
、
そ
う
し
た
乗
用
車
改
造
ト
ラ
ッ
ク
を

通
す
た
め
に
道
幅
も
三
・
六
片
ほ
ど
に
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
。
山
の
尾
根
や
中
腹
を
通
っ
て
い
た
古
く
か

ら
の
道
は
、
道
幅
を
拡
げ
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
、

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
新
し
い
道
は
よ
り
低
い
所
に

つ
く
ら
れ
た
。

静
岡
県
全
体
で
見
る
と
、
大
正
一
〇
年
代
の
一
九

現在では珍しいボンネットのトラック



二

一
年
か
ら
一
九
二
六
年
の
五
年
間
に
、
ト
ラ
ッ
ク

保
有
台
数
は
二
〇
台
か
ら
い
っ
き
ょ
に
五
七

二
口
に

増
え
て
い
る
。

つ
い
に
国
鉄
の
貨
物
輸
送
量
を
上
回
る

昭
和
に
入
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
非
常
な
発
展

を
み
せ
る
。
中
・
長
距
離
の
道
路
の
貨
物
輸
送
は
、

そ
れ
ま
で
の
荷
馬
車
に
代
わ
っ
て
、ト
ラ
ッ
ク
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

浜
松
に
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
に
飛
行
第
七
連

隊
が
開
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
建
設
資
材
の
運
搬
を
請

け
負
っ
た
浜
松
合
同
運
輸
㈱
で
は
、「
馬
力
だ
け
で
は

能
率
が
上
が
ら
な
い
の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
元
関
係
者
は
述
べ
て
い
る
。

道
路
輸
送
だ
け
で
は
な
く
鉄
道
の
貨
物
輸
送
も
、

し
だ
い
に
ト
ラ
ッ
ク
に
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
全
国
的

な
統
計
で
、
昭
和
一
ケ
タ
の
終
わ
り
頃
に
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
輸
送
量
は
つ
い
に
国
鉄
の
貨
物
輸
送
量
を
上
回

る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
は
さ
き
に
挙
げ
た
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
つ
の
大
き
な
技
術
革
新
の
成

果
で
あ
る
と
い
え
た
。
そ
の
革
新
力
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
大
き
さ
が
、
保
有
台
数
を
急
激
に
伸
ば
し
、
そ
れ

は
他
の
産
業
の
発
達
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
は
、
バ
ス
の
発
達
が
鉄
道
・
軌
道

に
大
き
な
脅
威
を
与
え
た
よ
う
に
、
ほ
ぼ
時
期
を
同

じ
く
し
て
ト
ラ
ッ
ク
の
発
達
も
ま
た
鉄
道
・
軌
道
の

経
営
を
脅
か
し
た
。
政
府
は
鉄
道
事
業
を
保
護
す
る

た
め
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
自
動
車
交
通
事

業
法
を
施
行
し
、
自
動
車
輸
送
事
業
を
免
許
制
に
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
バ
ス
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
の
小
規

模
な
業
者
の
整
理
統
合
が
図
ら
れ
た
。

旧浜松駅のトラック

機関車移動に活躍するトラック



第
7
章
　
自
動
車
の
登
場

7
　
道
づ
く
り

馬
車
や
車
が
通
る
前

の
道

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
の
役
割
・
機
能
を
考
え

る
と
、
昔
か
ら
住
民
に
と
っ
て
道
は
次
の
よ
う
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。

・
ム
ラ
の
中
の
道

・
ム
ラ
と
ム
ラ
を
結
ぶ
道

・
ム
ラ
と
外
界
（
世
間
）
を
結
ぶ
道

た
と
え
ば
北
遠
で
は
、
最
初
に
人
が
住
み
着
い
た

と
き
か
ら
焼
畑
農
業
で
暮
ら
し
て
き
た
。
山
の
一
部

を
焼
き
払
い
、
大
豆
、
ヒ
エ
、
ア
ワ
、
ソ
バ
な
ど
の

雑
穀
を
つ
く
っ
て
命
を
つ
な
い
だ
。
焼
畑
農
業
は
輪

作
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
家
か
ら
畑
へ
の
山
の
道

が
で
き
る
が
、
い
つ
も
人
ひ
と
り
が
通
れ
れ
ば
よ
か
っ

た
。
最
短
距
離
で
な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
荷
物
は
背

中
に
負
っ
て
、
坂
を
上
り
、
ま
た
下
り
、
谷
川
に
は

板
や
丸
太
の
一
本
橋
を
渡
す
。
そ
う
い
う
山
の
道
が
、

ム
ラ
の
中
に
い
く
つ
も
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

集
落
が
発
達
し
て
く
る
と
、
生
活
必
需
品
を
売
る

店
を
営
む
家

が
で
き
る
。
す
る
と
そ
こ
ま
で
買
い
物

明治12年（1879年）の遠江精細全図



に
行
く
道
も
で
き
て
く
る
。
神
社
が
つ
く
ら
れ
る
と
、

そ
こ
ま
で
の
道
も
で
き
る
。
学
校
が
つ
く
ら
れ
る
と

通
学
路
も
で
き
る
。
隣
の
ム
ラ
ま
で
の
里
道
も
い
つ

し
か
で
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ム
ラ
の
中

に
し
だ
い
に
網
の
目
の
よ
う
に
道
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ

た
。第
3

章
で
み
た
よ
う
に
、
北
遠
地
方
で
は
秋
葉
道

は
主
と
し
て
尾
根
筋
を
通
っ
て
い
た
。
山
村
で
は
ど

こ
へ
行
く
に
も
山
を
越
え
、
谷
を
渡
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
秋
葉
道
に
隕
ら
ず
、
尾
根
筋
を
行
く

の
が
い
ち
ば
ん
障
害
物
が
少
な
い
。
川
沿
い
は
断
崖
・

絶
壁
が
あ
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
蔓
草
な

ど
が
絡
み
合
い
、
増
水
が
た
び
た
び
あ
っ
た
り
で
、

道
は
つ
く
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
尾

根
筋
は
自
然
の
街
道
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
、
昔
か

ら
い
つ
し
か
幹
線
道
路
と
な
り
、
他
国
か
ら
の
旅
人

も
こ
の
道
を
行
く
と
ム
ラ
の
住
民
と
い
ち
い
ち
顔
を

合
わ
せ
な
く
て
よ
か
っ
た
。

こ
の
尾
根
筋
の
道
は
、
ム
ラ
と
外
界
と
を
結
ぶ
道

で
も
あ
っ
た
。

春
野
町
を
例
に
と
る
と
、
遠
州
森
に
通
じ
る
森
街

道
、
大
井
川
方
面
か
ら
の
川
根
街
道
、
そ
れ
に
秋
葉

街
道
が
南
北
あ
る
い
は
東
西
に
通
り
、
こ
れ
ら
が
外

界
に
つ
う
じ
る
幹
線
道
路
だ
っ
た
。
そ
れ
に
ム
ラ
と

ム
ラ
を
結
ぶ
道
、
ム
ラ
の
中
の
道
が
、
ク
モ
の
巣
の

よ
う
に
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。

北
遠
の
天
竜
川
流
域
を
行
く
と
よ
く
わ
か
る
が
、

両
側
の
山
の
尾
根
筋
や
中
腹
に
昔
の
街
道
が
あ
り
、

集
落
が
山
の
高
い
と
こ
ろ
に
散
在
す
る
。
山
村
の
幹

線
道
路
は
交
通
の
発
達
に
つ
れ
て
、
し
だ
い
に
尾
根

筋
か
ら
中
腹
へ
、
さ
ら
に
は
川
沿
い
へ
と
移
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
道
幅
も
広
か
っ
た
。

人
ひ
と
り
通
れ
る
道
か
ら
、
駄
馬
や
手
押
し
車
が

通
れ
る
道
へ
、
さ
ら
に
馬
車
が
通
れ
る
道
へ
、
そ
し

て
現
在
の
よ
う
に
バ
ス
や
自
動
車
が
快
適
に
通
れ
る

道
へ
と
、
ム
ラ
と
外
界
と
を
結
ぶ
道
路
は
発
達
を
と

げ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
か
つ
て
の
古
い
道
が
消

滅
し
て
い
っ
た
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
変
化

は
一
八
八
〇
年
（
明
治

匸
二
）
前
後
か
ら
、
遠
州
の

各
地
で
、
ゆ
っ
く
り
と
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

東
海
道
、
姫
街
道
、
鳳
来
道
、
秋
葉
街
道
な
ど
、

遠
州
に
古
く
か
ら
ひ
ら
け
た
代
表
的
な
街
道
に
つ
い

て
は
第
2
章
、
第
3
章
で
み
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
ム
ラ
と
外
界
と
を
結

ぶ
道
だ
っ
た
。

二俣地方の古道（『天竜市史』）



住
民
た
ち
が
新
道
を
つ
く
っ
た

明
治
の
初
期
に
、
手
工
業
や
商
業
の
発
達
に
つ
れ

て
輸
送
の
需
要
が
増
え
、
遠
州
の
各
地
で
新
道
が
っ

く
ら
れ
た
。

道
路
事
情
が
悪
い
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

。
文
明
開

化
”
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
だ
と
い
う
焦
り
と
危

機
感
が
、
ム
ラ
の
指
導
者
層
の
間
に
は
と
く
に
強
か
っ

た
。
「
少
し
で
も
便
利
に
な
り
た
い
」

「
他
の
地
区
に
お
く
れ
を
と
り
た
く
な
い
」

私
財
を
投
げ
う
っ
て
、
ま
た
有
志
に
呼
び
か
け
て
、

そ
れ
ま
で
人
ひ
と
り
、
あ
る
い
は
馬
や
牛
が
や
っ
と

通
れ
る
程
度
だ
っ
た
道
を
、
荷
物
を
積
ん
だ
駄
馬
や

手
押
し
車
が
な
ん
と
か
通
れ
る
よ
う
に
し
た
。

明
治
初
期
に
各
地
に
で
き
た
新
道
は
、
す
べ
て
そ

の
よ
う
に
地
域
の
篤
志
家
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
馬
車
が
通
れ
る
ほ
ど
の
道
幅
は
な
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
た
と
え
一
片
足
ら
ず
の

道
だ
っ
た
と
し
て
も
、
山
間
部
で
そ
れ
ま
で
山
を
越

え
、
谷
を
渡
り
、
急
坂
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
長
時
間
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
人
々
は
、

「
川
に
沿
っ
て
三
尺
（
約
九
〇
？
）
ほ
ど
の
平
坦
な

道
が
で
き
た
、
あ
の
と
き
の
嬉
し
さ
は
、
た
と
え
よ

う
も
な
か
っ
た
」

と
、
後
々
ま
で
も
語
り
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

北
遠
の
奥
地
に
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
、
水
窪

～
西
渡
の
間
に
駄
馬

が
通
れ
る
一
片
ほ
ど
の
新
道
が

開
通
し
た
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
。

少
し
後
に
な
る
と
、
い
く
つ
か
の
町
村
に
ま
た
が

る
道
路
組
合
を
結
成
し
て
工
事
や
完
成
後
の
維
持
管

理
に
当
た
る
場
合

が
増
え
、
町
村
が
単
独
で
取
り
組

ん
だ
例
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
変
な
苦
難

を
乗
り
越
え
て
道
路
の
建
設
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

村
人
た
ち
は
荷
車
の
上
に
箱
を
乗
せ
、
土
を
盛
っ
て

運
び
、
あ
る
い
は
川
か
ら
石
を
背
負
っ
て
運
び
上
げ

る
な
ど
、
総
出
で
労
力
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

束
海
道
筋
で
は
、
箱
根
と
並
び
称
さ
れ
る
難
路
で

あ
っ
た
小
夜
の
中
山
に
一
八
八
〇
年
（
明
治

匸
二
）

新
道
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
地
元
日
坂
の
有
力

者
が
、
人
と
物
資
の
流
れ
を
よ
く
す
る
た
め
に
私
費

を
投
じ
て
つ
く
っ
た
道
で
、
日
坂
～
金
谷
間
延
長
六
・

六
ｙ

。
こ
の
完
成
で
、
か
つ
て
西
行
が
。

年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
思
ひ
き
や

い
の
ち
な
り
け
り
さ
や
の
中
山

と
歌
っ
た
急
坂
は
通
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
、
道
路
の
凹
凸
な
ど
が
あ
っ
て
車
の
通
行

は
楽
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
中
山
新
道
は
通
行
料
を
徴
収
し
た
が
、
東
海

道
線
開
通
に
よ
り
通
行
量
は
し
だ
い
に
減
少
し
た
。

一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
に
県
に
引
き
取
ら
れ
、

国
道
と
な
り
、
無
料
に
な
っ
た
。中山新道のコース（『掛川市史』）

新道の通行料金を定めた標示



道
づ
く
り
の
変
遷

（
二
俣
方
面
の
事
例
）

北
遠
へ
の
入
り
囗
で
あ
る
二
俣
地
方
を
例
に
見
て

み
よ
う
。
『
天
竜
市
史
』
は
、
明
治
時
代
に
い
か
に
多

く
の
新
道
や
橋
が
つ
く
ら
れ
た
か
を
よ
く
伝
え
て
い

る
。
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、

鳥
羽
山
峠
新
道

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
地
元
有
志
が
開
削
。

か
な
り
の
急
坂
で
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た
が
、
こ

の
道
が
で
き
て
か
ら
、
大
き
く
迂
回
し
な
い
で
も
北

鹿
島
か
ら
二
俣
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
に
は
、
地
盤
を
さ
ら

に
切
り
下
げ
て
こ
の
峠
道
を
改
良
し
、
延
長
五
〇
七

片
の
新
道
と
し
た
。
二

八
九
九
年
に
は
鳥
羽
山
ト
ン

ネ
ル
が
完
成
、
さ
ら
に
便
利
に
な
り
、
車
も
通
行
。

二
俣
西
街
道
で
あ
る
）

二
俣
川
の
橋

北
遠
の
奥
地
へ
の
入
り
囗
に
あ
た
る
渡
河
地
点
に
、

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
に
地
元
有
志
数
名
が
私
費

で
本
橋
を
架
け
、
と
ど
ろ
き
橋
と
名
づ
け
た
。
全
長

約
四
三
片
。（
一
九
二
六
年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に

な
る
）
ま
た
二
俣
川
の
川
幅
の
広
い
地
点
（
吾
妻
町
～
旭

町
）
に
も
、
そ
れ
ま
で
渡
船
に
頼
っ
て
い
た
の
を
、

一
八
七
八
年
（
明
治
一

二

に
地
元
の
個
人
が
私
費

で
架
橋
し
た
。
全
長
八
一
八

幅
三
・
六
片
。
銭
取

り
橋
。
洪
水
で
損
壊
・
流
失
を
繰
り
返
し
た
。
後
に

双
竜
橋
と
名
づ
け
ら
れ
た
。（
何
度
も
架
け
替
え
ら
れ

た
が
、
一
九
四
二
年
に
約
一
〇
〇
片
下
流
に
新
し
く

架
橋
）
山
東
地
区
に
も
一
八
七
九
年
（
明
治

匸
一
）
、
地
元

有
志
ら
が
橋
を
架
け
た
（
上
市
場
～
八
幡
）
。
追
分
橋

と
命
名
さ
れ
、
全
長
五
四
八

幅
二
・
七
じ
。
銭
取

り
橋
。
二
俣
領
家
往
還

春
野
町
（
領
家
村
）
の
個
人
に
よ
っ
て
一
八
八
〇

年
（
明
治

匸
二
）
、
二
俣
～
犬
居
に
二
俣
川
沿
い
の
道

路
が
新
し
く
開
通
。
そ
れ
ま
で
は
光
明
山
の
山
道
を

通
っ
て
い
た
。

■
東
海
道
に
も
劣
ら
ぬ
道

明
治
の
初
め
に
、
浜
松
堀
留
会
社
と
提
携
し

て
、
浜
名
湖
に
新
所
～
浜
松
の
航
路
を
ひ
ら
い

た
伊
藤
安
七
郎
の
こ
と
は
第
4
章
で
述
べ
た
。

伊
藤
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
頃
、
道

路
の
改
修
事
業
に
も
取
り
組
ん
だ
。
新
所
二
川

往
還
は
当
時
、
幅
一
間
（
約
一
・
八
片
）
ほ
ど

の
小
道
だ
っ
た
が
、
人
や
車
の
往
来
で
混
雑
し

て
い
た
。
こ
れ
を
幅
約
八
μ

に
拡
幅
改
修
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
県
の
助
成
金
や
、
ま

た
金
原
明
善
や
林
弥
十
郎
ら
の
後
援
も
得
て
、

三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
夫
を
動
員
し
て
つ
い

に
完
成
さ
せ
た
。
全
長
六
冫
。

こ
の
新
道
は
将
来
の
交
通
の
発
達
を
見
込
ん

だ
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
道
で
、
東
海
道

に
比
べ
て
も
遜
色
が
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

－－－－－－－－－－－●－●－‥ ●
橋 の 進 歩　 浜 砂 橋 昭 和5 年 頃

浜砂嘴 昭和35年頃
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浜 砂 橋 昭 和45 年



そ
の
後
、
関
係
町
村

が
道
路
組
合
を
結
成
し
、
一

九
○
六
年
（
明
治
三
九
）
に
馬
車
が
通
行
で
き
る
道

路
と
し
て
開
通
さ
せ
た
。
全
長
二

万

匸

後
に
出
道

三
六
二
号
線
と
な
る
）

二
俣
東
街
道
の
神
田
坂
開
削

兄
付
・
森
・
山
梨
か
ら
二
俣
へ
の
こ
隕
東
街
道
は
、

さ
ら
に
信
州
・
三
河
へ
と
通
じ
て
い
る
。
近
く
の
村
々

の
有
志

匸
血
人
が
結
社
を
つ
く
っ
て
、
T

八
八
一
年

（
明
治
一
四
）
に
街
道
途
中
の
山
の
饐
、
人
竜
川
沿

い
の
断
崖
絶
壁
を
削
り
、
道
路
を
開
削
し
た
。
延
長

約
一
・
二
い
、
幅
約
二
・
七
片
。
有
料
道
路
。
そ
牡

ま
で
は
神
川
山
な
ど
二
つ
の
山
を
越
え
な
け
牡
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

横
山
熊
往
還

昔
か
ら
ム
ラ
か
ら
ム
ラ
ヘ
の
道
が
尾
根
を
伝
い
谷

を
わ
た
っ
て
就
い
て
い
た
。
T

八
八
四
年
（
明
治
一

七
）
頃
か
ら
、
ま
ず
横
山
村
の
人
が
私
財
を
役
し
て

断
崖
を
切
り
㈲
い
た
新
し
い
道
約
二
・
じ
い
を
開
削
。

後
に
犬
竜
川
材
木
㈲
同
業
組（
‥
や
沿
線
の
有
志
に
よ

り
、
し
だ
い
に
延
長
さ
れ
て
、
横
山
～
熊
ま
で
の
道

路
が
開
通
し
た
。
道
幅
は
約
一
・
八
言
。

一
九
○
四
年
『
明
治
三
』
）
に
は
、
熊
村
の
有
志

が
寄
付
子
を
出
し（
‥
い
、
こ
の
道
の
難
所
で
あ
っ
た

峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
た
ズ
後
に
道
路
輻
を
約
二
倍

一

あ
ば
れ
天
竜
に
架
け
橋

佐
久
間
の
中
部
の
出
身
の
原
田
久
吉
（
一
八

三
七
～
一
九
二
九
）
は
、
若
く
し
て
横
浜
に
出

る
と
、
苦
労
を
重
ね
て
新
し
い
建
築
技
術
を
身

に
つ
け
、
財
を
築
い
た
。

郷
里
の
佐
久
間
村
や
浦
川
村
は
、
貧
し
く
て

天
竜
川
に
橋
を
架
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
県
に

陳
情
し
て
も
か
な
え
ら
れ
ず
、
増
水
の
た
び
に

交
通
は
途
絶
え
陸
の
孤
島
と
な
っ
て
い
た
。

原
田
久
吉
は
ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
を
し
た
い

と
考
え
、
橋
を
架
け
る
た
め
に
当
時
の
金
て
一

万
六
八
〇
〇
円
を
佐
久
間
村
に
寄
付
し
た
。
こ

れ
を
も
と
に
一
九

匸
二
年
（
大
正
二
）
か
ら
中

部
う
川
合
の
間
に
架
橋
工
事
が
始
ま
り
、
二
年

が
か
り
で
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
長
さ
約

匸
一

○
片
で
あ
っ
た
。

こ
の
橋
は
「
原
田
橋
」
と
命
名
さ
れ
た
。
以

後
は
洪
水
に
よ
る
交
通
の
途
絶
も
な
く
な
り
、

ま
た
新
城
・
豊
橋
方
面
か
ら
諸
物
資
を
積
ん
だ

馬
車
が
盛
ん
に
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

時
の
こ
の
中
部
新
城
往
還
が
、
後
の
主
要
地
方

道
水
窪
佐
久
間
線
と
な
る
。
な
お
、
現
在
の
原

田
橋
は
、
元
の
橋
よ
り
約
五
〇
片
下
流
に
架
け

ら
れ
て
い
る
。

北 遠 地 方 の 主 な 交 通 路 線 図 匸 天 竜 市 史 い

原田 久 吉



に
し
て
車
の
通
行
が
で
き
る
よ
う
改
良
。
一
九
二
六

年
に
県
道
と
な
る
）

森
二
俣
往
還

一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
）
に
馬
車
が
通
れ
る
道

が
開
通
。

二
俣
東
街
道

関
係
町
村

が
道
路
組
合
を
結
成
し
、
一
八
九
四
年

（
明
治
二
七
）
に
改
良
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

山
梨
二
俣
往
還

こ
れ
も
関
係
町
村
が
組
合
を
結
成
し
、
一
九
〇
三

年
（
明
治
三
六
）
頃
に
道
路
整
備
工
事
が
完
成
し
た
。

二
俣
西
街
道

浜
松
（
元
城
）
と
二
俣
と
を
結
ぶ
こ
の
幹
線
道
路

は
、
浜
松
町
（
当
時
）
ほ
か
九
か
町
村

が
組
合
を
結

成
し
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
か
ら
一
九
〇
一

年
（
明
治
三
四
）
に
か
け
て
路
線
の
整
備
を
行
っ
た
。

笠
井
二
俣
往
還

延
長
約

匸
一
j
の
こ
の
道
路
も
、
関
係
町
村
の
組

合
に
よ
り
一
九
〇
一
年
か
ら
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た
。

二

九
二
五
年
に
県
道
と
な
る
）

■

お
き

ん
橋

の
完

成

奥
三
河
に
源
を
発
す
る
大
千
瀬
川
は
、
佐
久

間
地
方
の
経
済
の
中
心
地
・
浦
川
の
辺

り
で
天

竜
川
に
合
流
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
昭
和
の

初
め
頃
ま
で
交
通
は
ほ
と
ん
ど
水
運
に
頼
り
、

大
入
川
を
さ
か
の

ば
っ
た
三
河
の
村
々
と
の
交

流
も
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
大
雨
の
た
び
に
大
手
瀬
川

は
濁
流

と
な
っ
て
荒
れ
狂
い
、
渡
船
も
出
せ
な
か
っ
た
。

急
病
人
が
出
て

も
、
町
の
医
者
ま
で
運
ぶ
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

夫
に
死
な
れ
て
か
ら
自
分
で
林
業
を
経
営
し

な
が
ら
田
畑
を
作
っ
て
い
た
、
四
つ
角
起
ん（
き

ん
）
と
い
う
女
性
が
い
た
。
彼
女
は
大
千
瀬
川

に
吊
り
橋
を
架
け
よ
う
と
決
心
し
、
山
や
田
畑

を
売
り
払
っ
て
資
金
を
つ
く
っ
た
。
そ
し
て
ほ

と
ん
ど
を
人
力
に
頼
っ
た
難
工
事
を
一
九
〇
四

年
（
明
治
三
七
）
に
完
成
さ
せ
た
。
長
さ
約
七

二
缸
、
幅
一
・

八
μ

の
そ
の
吊
り
橋
を
、
人

々

は
い
つ
し
か
「
お
き
ん
橋
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な

っ

た
。そ
の
後
、
現
在
の
お
き
ん
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
た
が
、
元
の
橋
は
約
三
〇
片
下
流
に
あ
っ
た
。

昔の馬込橋

おきん橋

四つ角起ん



天

竜
川
、
浜
名
湖
に
架
け
る
橋

浜
松
地
域
で
は
、
そ
の
大
き
な
地
理
的
特
色
と
し

て
、
東
西
交
通
で
の
外
部
と
の
連
絡
は
、
浜
名
湖
あ

る
い
は
天
竜
川
を
渡
る
ほ
か
は
な
い
。
だ
か
ら
橋
を

架
け
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
。

さ
て
、
東
海
道
の
天
竜
川
の
渡
し
に
は
、
明
治
に

な
っ
て
初
め
て
橋
が
架
け
ら
れ
た
。
渡
し
舟
の
代
わ

り
に
、
中
ノ
町
と
豊
田
町
小
立
野
の
間
が

丁
八
七
四

年
（
明
治
七
）
二
月
、
舟
橋
（
延
長
九
五
片
）
と
木

橋
（
砂
洲
上
に
四
か
所
。
合
計
延
長
四
七
九
び
）
で

結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
舟
橋
は
洪
水
で
流
失
し
、
二
年
後
に
新
し
く

本
橋
が
つ
く
ら
れ
た
。
全
長

二

六
三
片
。
さ
ら
に

二
年
後
の
一
八
七
八
年
（
明
治
一

二

に
は
、
幅
三
・

三
片
、
全
長
一
一
七
四
片
の
本
格
的
な
木
橋
に
つ
く

り
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
旧
国
道
一
号
線
の
天
竜
川

の
橋
と
し
て
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
鉄
の
橋

に
な
る
ま
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

少
し
下
流
の
河
輪
町
と
竜
洋
町
十
郎
島
の
間
に
も

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
　一
一
月
、
掛
塚
橋
が
つ
く

ら
れ
た
。
こ
れ
は
船
橋
だ
け
で
、
延
長
一
九
八
片
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
、
掛
塚

街
道
の
開
通
と
と
も
に
幅
二
・
七
片
、
長
さ
八
六
四

片
の
木
橋
が
初
め
て
架
け
ら
れ
る
。
掛
塚
側
に
詰
所

が
あ
っ
て
橋
の
通
行
料
を
徴
収
、
賃
取
り
橋
と
呼
ば

れ
た
。
幅
が
三
片
に
満
た
な
い
の
で
、
馬
車
が
両
方

か
ら
く
る
と
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
途

中
に
待
避
所
を
二
、
三
か
所
設
け
て
い
た
（
こ
の
掛

塚
橋
が
鉄
の
橋
に
な
る
の
は
戦
後
の
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
）
で
あ
る
。

一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
に
姫
街
道
の
中
ノ
町

三代広重 東海名所改正道中記 天竜川仮橋

完成当時の天竜川鉄橋



と
豊
田
町
を
結
ぶ
池
田
橋
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
幅

二
・
七
片
、
延
長
七
七
三
片
の
木
桁
橋
だ
っ
た
。
こ

れ
も
賃
取
り
橋
で
あ
る
。

同
じ
年
に
浜
松
市
豊
西
町
と
磐
田
市
匂
坂
を
結
ぶ

豊
田
橋
も
つ
く
ら
れ
た
。
幅
三
・
六
じ
、
全
長
一
四

六
九
片
の
こ
れ
も
木
桁
橋
だ
っ
た
が
、
六
年
後
に
流

失
し
た
。

な
お
、
東
海
道
本
線
の
鉄
橋
は
一
八
八
九
年
（
明

治
二
二
）
四
月
に
、
浜
松
市
材
木
町
と
豊
田
町
森
本

の
間
に
完
成
し
て
い
る
。
ダ
ブ
ル
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス

橋
で
弦
村
に
は
鋼
を
用
い
、
レ
ン
ガ
井
筒
、
全
長
一

二
〇
九
μ
で
あ
っ
た
。

北
遠
の
入
り
囗
の
鹿
島
で
は
、
明
治
に
な
っ
て
以

降
も
長
い
間
渡
船
に
頼
っ
て
い
た
。
有
志
に
よ
っ
て

何
度
か
架
橋
が
計
画
さ
れ
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て

い
た
。
川
幅
は
狭
く
な
っ
て
い
る
が
水
深

が
深
く
、

流
れ
も
急
で
、
技
術
的
に
も
ま
た
経
費
面
で
も
実
現

困
難
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

町
の
財
政
で
は
工
事
を
ま
か
な
う
こ
と
は
不
可
能

だ
っ
た
。
国
や
県
に
陳
情
・
出
願
し
た
が
、
架
橋
計

画
は
実
現
し
そ
う
に
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
俣
町
は

借
入
金
で
橋
を
架
け
、
通
行
料
を
徴
収
し
て
借
入
金

の
返
済
に
当
て
る
計
画
を
立
て
た
。
し
か
し
国
は
、

天
下
の
公
道
（
当
時
、
県
道
で
あ
っ
た
）
で
通
行
料

を
取
る
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
町
道

を
つ
く
っ
て
架
橋
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
よ

う
や
く
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
、
吊
り
橋
が
完
成

し
「
天
竜
橋
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
木
造
補
剛
ト
ラ

ス
、
井
筒
、
幅
二
・
七
片
、
全
長
二
〇
六
片
で
あ
っ

た
。鹿
島
か
ら
さ
ら
に
上
流
で
は
、
主
な
吊
り
橋
は
い

銅 版 画 に描 か れ た 豊田 橋 明 治16 年 建 設

昭和28年の掛塚橋

大正時代の池田橋

東 海 道 の 天竜 橋 明 治8 年 ～ 昭 和9 年





天 竜 川 を 渡 る 橋

供 用開始 年　　　　　　　　 形式　　　　　　　　　　　　 橋長（m ）

遠 州大橋　　　　　　　　　1989　　 頷連続箱桁　　　　　　　　　　　　　　　　　　887

（国道150 号バイパス）

掛 塚橋　　　　　　　　　　1874　　 船橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　198

（国道150 号）　　　　　　　1906　　 木橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　873

1955　　 下路カンチレ バートラス　　　　　　　　　　　　877

東海道新幹線橋　　　　　　1964　　 下路連続 トラス　　　　　　　　　　　　　　　　901

東海道線橋　　　　　　　1889　 （下 り）ダブ ルワーレ ントラ ス　　　　　　　　　 ｜，209

1913　 （複線化 ）下 路プラットトラ ス　　　　　　　　　1 ，209

1968　 （上 り）下 路トラス　　　　　　　　　　　　　　1 ，209

1970　 （下り）旧上 り線トラスを改造補強移設

旧天竜川橋　　　　　　　　1874　　 船橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95

（旧国道1 号）　　　　　　　　　　 木 橋　　　　　　　　　　　　　　91 ＋73＋160 ＋155

1876　　木 橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ，163

1878　　木 橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ，174

1933　　下 路ワーレントラ ス　　　　　　　　　　　　　　　920

新天竜川橋　　　　　　　1965　　 頷 連続箱桁　　　　　　　　　　　　　　　　　　912

（国道1 号）

（池田橋）　　　　　　　　1883　　 木 桁橋（1933廃 橋）　　　　　　　　　　　　　　773

東名 天竜川 橋　　　　　　1969　　 連続合成プレー トガー ダー　　　　　　　　　　1 ，071

（豊田橋）　　　　　　　　1883　　 木 桁橋（1889 流出　廃橋）　　　　　　　　　　 ，469

浜北大 橋　　　　　　　　1970　　 連続プレートガー ダー　　　　　　　　　　　　　964

天竜浜 名湖線橋　　　　　1940　　 下路単純ワーレ ントラス　　　　　　　　　　　　405

鹿島橋　　　　　　　　　19 囗　　 吊橋　木造補 剛トラス　　　　　　　　　　　　　206

（国道152 、362 号）　　　　1937　　 下路カンチレ バートラス　　　　　　　　　　　　216

潮 見渡橋　　　　　　　　　I960　　 吊橋木造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　159

十木造土橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

1973　　 連続プレー トガーダー　　　　　　　　　　　　　394

船明橋　　　　　　　　　　1977　　 ダムと兼用　　　　　　　　　　　　　　　　　　242

伊砂橋　　　　　　　　　1976　　 下路 トラストランガー 十

頷単純箱桁　　　　　　　　　　　　　　　　　　235

横山橋　　　　　　　　　1935　　 吊橋木造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187

（国道152号）　　　　　　　　　　　 十木造 土橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72

1949　　吊 橋木 造補トラス　　　　　　　　　　　　　　　　259

1953　　 ランガー補剛に改造　　　　　　　　　　　　　　197

1976　　下 路連続トラ ス十

単純合 成プレートガー ダー　　　　　　　　　　　351

秋葉 橋　　　　　　　　　1954　　 頷 吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210

雲名 橋　　　　　　　　　1987　　 頷下路トラ スト ランガ ー十　　　　　　　　　　　257

プレートガー ダー

竜 山大橋　　　　　　　　1955　　 カンチレバート ラス　　　　　　　　　　　　　　213

竜山橋　　　　　　　　　1926　　 吊橋 ｀

1971　　 下路トラ ストランガー　　　　　　　　　　　　　　164

峰 乃沢橋　　　　　　　　　1957　　 頷吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165

瀬尻橋　　　　　　　　　1938　　 吊橋　頷塔

1956　　 吊橋　頷塔

｜・979　　下路ト ラストランガー　　　　　　　　　　　　　134

大輪橋　　　　　　　　　　1937　　 頷吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89

1948　　頷補剛 トラス吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　87

1970　　ト ラストランガー　　　　　　　　　　　　　　　　　99

戸口橋　　　　　　　　　　1970　　 吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囗8

飯田線天竜川 橋　　　　　1955　　 下路 連続トラス 十

プレ ートガーダー　　　　　　　　　　　　　　　　270

（｜日飯田線天竜川橋）　　　1936　　 下 路単純ワーレント ラス十

プレ ートガーダー（1956 撤去）

中部大 橋　　　　　　　　1954　　 頷下 路ランガー桁 十

プレ ートガーダー 十RCT 桁　　　　　　　　　　　　229

中部 橋　　　　　　　　　　1937　　 吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164

1971　　 頷吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　164

原 田橋　　　　　　　　　　1915　　 吊橋　木造ト ラス補 剛　　　　　　　　　　　　　 凵｜

1956　　 吊橋　鋼補剛ト ラス　　　　　　　　　　　　　　　　138

飛 龍橋　　　　　　　　　　1953　　 吊橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96

鷹巣橋　　　　　　　　　　1956　　 吊橋　2 ヒ ンジ頷 補剛トラ ス　　　　　　　　　　185

（静岡 ・愛知県 境）　　　　1981　 （架け 直し）

（注） 藤井郁夫氏の調査資料「天竜川を渡る橋（1987．5現在）」をもとに一部静岡県土木部，天竜浜名湖鉄道
㈱，佐久間町のデータを補って作成。小数点以下切り捨て。なお，笠井大橋（長さ1，057m）が1997年度完
成予定。



ず
れ
も
大
正
時
代
～
昭
和
戦
前
期
に
架
け
ら
れ
た
。

横
山
橋
（
一
九
三
五
）
、
龍
山
橋
（
一
九
二
六
）
、
西

川
橋
（
一
九
三
四
）、
瀬
尻
橋
（
一
九
三
八
）
大
輪
橋

（
一
九
三
七
）
、
原
田
橋

二

九
一
五
）
な
ど
が
そ
う

で
あ
る
。

天
竜
川
以
外
で
も
、
各
地
に
大
小
の
本
橋
が
つ
く

ら
れ
た
り
、
架
け
替
え
ら
れ
た
り
し
た
。
代
表
的
な

の
は
浜
名
湖
囗
の
新
居
～
舞
阪
を
結
ぶ
浜
名
橋
で
、

一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
に
開
通
し
た
。

こ
の
ほ
か
浜
松
周
辺
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
橋
に
、

た
と
え
ば
志
都
呂
橋
が
あ
る
。
も
と
も
と
江
戸
時
代

か
ら
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四

二

に
銭

取
り
橋
と
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
入
野

町
の
佐
鳴
橋
は
、
浜
名
湖
と
浜
松
を
結
ぶ
人
と
物
資

の
流
れ
の
要
衝
を
占
め
、
佐
鳴
八
景
の
一
つ
と
し
て

有
名
だ
っ
た
。

国
の
交
通
政
策
は
、
鉄
道
が
中
心
で
あ
っ
た
。
道

路
や
橋
の
新
設
・
改
良
整
備
に
は
あ
ま
り
積
極
的
で

な
く
、
ま
た
そ
の
予
算
も
不
足
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
明
治
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
橋
も
道
路
と

同
じ
く
、
地
元
有
志

が
私
財
を
投
じ
て
架
け
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
橋
は
、
維
持
管

理
の
た
め
料
金
を
徴
収
す
る
有
料
橋
だ
っ
た
の
で
あ

車
の
通
行
の
た
め
の
主
要
道
路
の
改
修

〔
笠
井
街
道
、
舘
山
寺
街
道
、
掛
塚
街
道
〕

明
治
時
代
の
半
ば
か
ら
後
半
以
降
に
、
乗
合
馬
車

が
盛
ん
に
な
り
、
荷
物
も
馬
車
や
大
八
車
で
運
ぶ
よ

う
に
な
る
と
、
地
域
の
主
な
道
路
は
車
馬

が
通
れ
る

よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
車
が
通
れ
る
に
は
、

そ
れ
だ
け
の
道
幅
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
坂
道

や
凹
凸
を
な
く
し
で
き
る
だ
け
平
ら
な
道
に
す
る
必

要

が
あ
る
。

そ
の
い
く
つ
か
の
例
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
二
俣

方
面
の
道
づ
く
り
の
変
遷
で
見
て
き
た
。
ほ
か
に
も

浜
松
周
辺
で
は
た
と
え
ば
笠
井
街
道
は
一
九
〇
〇
年

（
明
治
三
三
）
に
、
舘
山
寺
街
道
（
庄
内
街
道
）
は

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
、
掛
塚
街
道
は
一
九
〇
六

年
（
明
治
三
九
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
て
い
る
。

〔
金
指
街
道
〕

金
指
街
道
も
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
五
）
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
大
改
修
が
行
わ
れ
た
。
浜
松
か
ら
三

方
原
台
地
の
中
心
部
を
通
り
細
江
に
い
た
る
こ
の
道

銅版画にみる鉄橋と浜名橋 明治24年



路
は
、
奥
山
半
僧
坊
に
向
か
う
信
仰
の
道
で
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ま
で
荷
車
も
す
れ
違
え
な
い
く
ら
い
狭

い
う
え
に
、
大
き
な
凹
地
な
ど
も
あ
っ
た
。
道
路
を

拡
幅
す
る
と
同
時
に
平
坦
に
す
る
な
ど
、
車
が
通
れ

る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
（
後
に
国
道
二
五
七
号
線

と
な
る
）
。

〔
秋
葉
街
道
〕

以
上
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年

代
に
、
遠
州
の
主
な
道
路
の
ほ
と
ん
ど
が
車
馬

が
通

行
で
き
る
よ
う
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
秋
葉
街
道
の

掛
川
～
森
の
間
も
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
に

大
が
か
り
な
改
良
工
事
を
起
工
し
、
五
万
二
〇
〇
〇

円
を
超
え
る
当
時
と
し
て
は
巨
費
を
費
や
し
て
三
年

後
に
よ
う
や
く
完
成
し
て
い
る
。

〔
二
俣
熊
往
還
〕

北
遠
地
方
で
は
地
形
的
な
関
係
か
ら
、
道
路
の
改

良
整
備
は
お
く
れ
た
。

二
俣
熊
往
還
は
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
に

関
係
町
村
が
道
路
組
合
を
結
成
し
て
県
に
働
き
か
け
、

四
年
後
に
県
費
補
助
道
路
に
編
入
さ
れ
る
と
、
工
事

費
の
八
割
を
県
の
補
助
で
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

し
か
し
ト
ン
ネ
ル
エ
事
、
あ
る
い
は
土
砂
崩
れ
な
ど

の
自
然
災
害
で
工
事
は
難
航
し
た
。

全
長
約
二
〇
j

の
こ
の
路
線
の
拡
幅
・
改
良
工
事

は
、
着
工
か
ら
実
に

匸
一
年
後
の
一
九

匸
二
年
（
大

正
二
）
に
よ
う
や
く
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
荷
車
、
荷
馬
車
、
客
馬
車
な
ど
が
盛
ん
に
通
行
す

る
よ
う
に
な
り
、
重
要
な
産
物
で
あ
る
木
材
の
搬
出

や
日
用
諸
物
資
の
出
入
り
も
便
利
に
な
り
、
道
路
改

良
の
効
果
は
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。

〔
二
俣
水
窪
往
還
〕

北
遠
地
方
の
幹
線
道
路
で
あ
る
二
俣
水
窪
往
還
も

そ
う
で
あ
る
。
二
俣
か
ら
北
遠
の
奥
地
に
向
か
う
こ

の
道
は
、
山
東
で
二
俣
領
家
往
還
（
現
、
国
道
三
六

二
号
）
と
分
岐
し
、
横
山
を
経
て
、
西
渡
で
犬
居
水

窪
往
還
に
接
続
し
て
い
る
。
大
変
な
難
所
が
連
続
し

て
い
た
。
明
治
の
中
頃
か
ら
局
部
的
な
改
良
工
事
が
、

沿
線
の
町
村
単
位
で
少
し
ず
つ
行
わ
れ
て
き
た
が
、

横
の
つ
な
が
り
は
な
く
、
予
算
も
隕
ら
れ
、
あ
ま
り

成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

大
正
時
代
に
入
っ
て
二
俣
・
光
明
・
龍
川
・
龍
山
・

山
香
の
関
係
五
か
町
村
が
道
路
組
合
を
結
成
し
、
一

九

匸
二
年
（
大
正
二
）
に
全
区
間
の
改
良
工
事
が
始

ま
っ
た
。
同
時
に
こ
の
道
路
が
県
費
補
助
道
路
に
編

入
さ
れ
る
よ
う
運
動
を
始
め
、
よ
う
や
く
一
九
一
九

年
（
大
正
八
）
か
ら
県
費
補
助
が
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
県
道
と
な
り
、
二

俣
～
谷
山
間
、
横
山
～
西
川
間
、
さ
ら
に
西
川
～
瀬

尻
間
と
順
次
改
良
さ
れ
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）

に
待
望
の
全
区
間
が
完
成
、
二
年
後
に
秋
葉
バ
ス
が

走
り
始
め
た
。
そ
の
後
国
道
一
五
二
号
線
と
な
る
。

〔
熊
浦
川
往
還
〕

■

道

路
補

修
に

尽
く
し

た

。
ボ

囗
力

”
さ

ん

引
佐
郡
伊
井
谷
村
に
生
ま
れ
た
柴
原
力
太
郎

（
一
八
八
四
～
一
九
七
二
）

は
、
一
五
歳

の
と

き
か
ら
人
力
車
夫
と
し
て
身
を
立
て
た
。
し
か

し
道
路
状
態
が
い
か
に
も
悪
く
、
車
馬
の
通
行

に
非
常
に
困
難
な
こ
と
を
痛
感
し
、
一
九
歳
の

と
き
か
ら
人
力
車
を
大
八
車
に
代
え
て
、
一
丁

の
鍬
を
手
に
道
路
の
補
修
を
始
め
た
。

雨
の
日
も
風
の
日
も
、
た
っ
た
一
人
で
近

く

の
県
道
や
町
道
の
デ
コ
ボ
コ

な
ど
を
補
修
す
る

力
太
郎
の
姿
を
見
て
、
気
で

も
狂
っ
た
の
か
と

人
々
は
嘲
笑
し
た
。
力
太
郎
は
い
つ
も
頭
は

ぼ

う
ぼ
う
、
体
は
垢
だ
ら
け
、
着
て
い
る
も
の
も

ボ
囗
た
っ
た
。
大
八
車
を
引
い
て
稼
い
だ
わ
ず

か
の
金
も
、
す
べ
て
道
路
修
理
費
に
注
ぎ
込
ん

だ
。い
つ
し
か
人
々
は
、
「
ボ
囗
力
さ
ん
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
力
太
郎
は
、「
体
が
あ
れ
ば
い

い
、
金
は
い
ら
ん
。
わ
し

や
、
世
の
た
め
に
な

れ
ば
い
い
」
と
い
っ
て
、
妻
も
め
と
ら
ず
、
平

然
と
し
て
一
台
の
大
八
車
と
一
丁
の
鍬
に
生
涯

を
賭
け
た
。

道路改良のため寄付をつのった

柴原力太郎



東
海
道
線
が
開
通
し
て
後
、
遠
州
で
も
浜
松
を
け

じ
め
主
要
都
市
周
辺
に
乗
合
馬
車
が
走
り
は
じ
め
、

さ
ら
に
馬
車
鉄
道
や
軽
便
鉄
道
が
運
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
主
要
都
市
を
中
心
に
産
業
経
済
が
発
展
し

交
通
路
の
整
備
が
進
み
、
と
り
わ
け
浜
松
～
二
俣
間

の
人
と
物
資
の
輸
送
が
飛
躍
的
に
活
発
に
な
る
と
、

北
遠
地
方
も
そ
の
影
響
を
受
け
な
い
で
は
い
な
か
っ

た
。「
近
代
化
に
取
り
残
さ
れ
た
く
な
い
」

「
都
市
を
中
心
に
発
達
し
て
い
る
産
業
経
済
の
体

制
に
結
び
つ
い
て
い
き
た
い
」

と
い
う
住
民
の
悲
願
は
、
具
体
的
に
は
何
よ
り
も

道
路
の
改
良
整
備
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
先
に
み
た
二
俣
熊
往
還
か
ら
さ
ら

に
北
へ
の
、
北
遠
縦
貫
道
路
で
あ
る
熊
浦
川
往
還
の

改
良
工
事
も
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
の
初
め
に

か
け
て
の
住
民
の
必
死
の
願
い
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ

た
。
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
熊
村
と
浦
川
村
の

道
路
組
合
が
設
置
さ
れ
、
道
路
改
良
工
事
が
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
道
路
の
整
備
と
維
持
管
理
の
た

め
に
、
財
政
的
裏
付
け
を
確
保
す
べ
く
、
県
道
へ
の

昇
格
を
関
係
諸
村
は
懸
命
の
陳
情
・
請
願
を
繰
り
返

し
た
。
〔
掛
川
東
川
根
往
還
〕

束
遠
の
例
で
は
、
大
井
川
鉄
道
の
開
通
と
自
動
車

の
登
場
で
北
遠
一
帯
の
森
林
資
源
が
注
目
を
浴
び
、

掛
川
～
東
川
根
の
道
路
改
修
工
事

が
一
九
二
二
年

（
大
正
一

二

に
ス
タ
ー
ト
し
、
最
大
の
難
所
で
あ

る
丹
間
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
も
っ
て
一
九
三
二
年
（
昭

和
七
）
に
工
事
は
完
了
し
た
。

こ
の
道
路
の
開
通
で
、
掛
川
と
以
北
の
地
域
と
の

交
通
運
輸
、
産
業
、
文
化
の
交
流
は
ま
っ
た
く
面
目

を
I

新
し
た
。
山
間
の
遠

距
離
通
学
の
児
童
の
た
め

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
静
岡

鉄
道
㈱
に
よ
る
バ
ス
も
運

行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
道
路
の
北

の
終
点
以
北
が
、
林
道
と

し
て
延
長
工
事
が
進
め
ら

れ
た
。
〔
掛
川
往
還
〕

秋
葉
街
道
の
掛
川
か
ら

南
へ
、
遠
州
灘
に
面
す
る

相
良
に
い
た
る
、
昔
か
ら

の
大
事
な
道
で
あ
る
。
馬

車
が
通
れ
る
よ
う
な
往
還

掛川大東線高瀬 旧道

掛川大東線高瀬 新道



と
し
て
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
に
開
通
し
た
。

〔
堀
之
内
池
新
田
往
還
〕

東
海
道
筋
か
ら
は
ず
れ
て
繁
栄
か
ら
取
り
残
さ
れ

て
い
た
形
の
堀
之
内
（
現
、
菊
川
）
地
方
は
、
東
海

道
線
が
開
通
し
て
堀
之
内
停
車
場
が
開
設
さ
れ
た
の

を
機
に
、
鉄
道
と
南
遠
地
域
と
を
結
ぶ
往
還
を
一
八

九
二
年
（
明
治
二
五
）
に
開
通
さ
せ
て
い
た
。
一
九

〇
八
年
（
明
治
四

二

に
県
道
に
な
っ
た
、
現
在
の

掛
川
浜
岡
線
で
あ
る
。

新
し
い
道
路
交
通
の
時
代
始
ま

る

国
の
道
路
行
政
を
み
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進

諸
国
に
な
ら
っ
て
、
よ
う
や
く
一
九
一
九
年
（
大
正

八
）
に
初
め
て
道
路
法
が
公
布
さ
れ
、
主
要
道
路
の

改
良
拡
幅
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

し
か
し
当
時
の
全
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
約
七

〇
〇
〇
台
で
あ
り
、
自
動
車
時
代
に
向
け
て
本
格
的

に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
狙
い

は
む
し
ろ
、
わ
が
国
の
中
央
集
権
と
軍
事
目
的
の
効

率
的
な
達
成
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

自
動
車
時
代
へ
の
本
格
的
対
応
は
、
一
九
五
〇
年
代

初
め
の
新
道
路
法
の
制
定
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
道
路
法
は
、
日
本
の
道

路
の
歴
史
に
新
し
い
I
ペ
ー
ジ
を
記
し
た
画
期
的
な

も
の
だ
っ
た
。
国
道
、
県
道
、
市
町
村
道
ご
と
に
道

路
に
格
付
け
を
し
、
管
理
主
体
を
明
確
に
し
て
、
そ

の
維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
く
つ
く
ら
れ
た
道
路
も
、
そ
の
重
要
度
に
応

掛川往還に架かっていた木橋



じ
て
県
道
や
市
長
村
道
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
各
種
道
路
の
規
格
も
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
た
。国
道
　
　

幅
員
四
間
（
七
・
二

片
）
以
上

県
道
　
　

″

三
間
（
五
・
四
片
）
以
上

郡
道
　
　

″

三
間
以
上

市
道
　
　

″

三
間
以
上

町
村
道
　

″

二
間
（
三
・
六
片
）
以
上

こ
の
う
ち
郡
道
は
、
郡
制
が
一
九
二
三
年
（
大
正

匸
一
）
に
廃
止
さ
れ
た
と
き
に
、
町
村
道
に
格
下
げ

さ
れ
た
。

道
路
法
実
施
の
時
点
で
、
浜
松
を
中
核
と
す
る
広

域
主
要
道
路
網
に
つ
い
て
見
る
と
、次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

路
線
名
（
総
延
長
）
　
　
　
　
　
　
関
係
道
路
旧
名
　

〔
国
道
〕

国
道
第
一
号
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
道

〔
県
道
〕

静
岡
気
賀
線
（
九
八
い
）
　
　
　

姫
街
道

浜
松
笠
井
線
（
一
一
い
）
　
　
　

笠
井
街
道

浜
松
掛
塚
線
（
九
j

）
　
　
　
　
　
褂
塚
街
道

二
俣
浜
松
停
車
場
線
（
一
八
い
）
二
俣
西
街
道

浜
松
田
口
線
（
二
九
い
）
　
　
　

追
分
奥
山
往
還
　

浜
松
停
車
場
線
（
〇
・
五
ご
）
　

浜
松
停
車
場
往

還

浜
松
板
屋
停
車
場
線
（
一
い
）

遠
州
軌
道
浜
松
停
車
場
線
（

て
・
）

村
櫛
浜
松
線
（
二

二
・
）
　
　
　

浜
松
庄
内
往
還

庄
内
村
櫛
往
還

〔
県
費
補
助
道
路
〕

浜
松
雄
踏
線
　
　
　
　
　
　
　
　

雄
踏
街
道

浜
松
五
島
線
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
松
芳
川
往
還

浜
松
曳
馬
線

浜
松
蒲
線

浜
松
新
津
線

浜
松
神
久
呂
線

浜
松
竜
池
線

浜
松
飯
田
線

浜
松
白
脇
線

浜
松
伊
佐
美
線

浜
松
吉
野
線

〔
市
道
〕

六
二
八
路
線
（
一
九
二
〇
年
認
定
）

橋を架ける工事 大正15年三倉村



一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
は
、
次
の
路
線
も

新
し
く
県
道
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

浜
松
舘
山
寺
線

中
ノ
町
市
野
線

市
野
気
賀
線

笠
井
宮
口
線

気
賀
雄
踏
線

浜
松
雄
踏
線

掛
塚
舞
阪
線

都
田
根
洗
線

池
田
市
野
線

と
こ
ろ
で
道
路
法
施
行
の
時
点
で
、
全
国
の
国
道

総
延
長
∵
（
万
四
〇
〇
〇
い
の
う
ち
約
半
分
は
、
車

の
す
れ
違
い
が
困
難
だ
っ
た
。
国
道
で
す
ら
そ
う
だ

か
ら
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
ま
た
、
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
道

路
面
積
で
み
る
と
、
市
町
村
道
が
全
体
の
約
七
〇
％

を
占
め
て
い
た
。

道
路
の
改
良
は
国
道
・
県
道
を
中
心
に
行
わ
れ
、

舗
装
に
つ
い
て
は
、
浜
松
市
の
場
合
で
み
る
と
、
市

営
バ
ス
が
走
り
始
め
る
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
二

頃
に
よ
う
や
く
、
市
内
の
主
要
路
線
約
三
万
片
に
つ

い
て
完
了
し
て
い
た
。

工
事
の
大
方
は
昭
和
の
初
め
か
ら
太
平
洋
戦
争
開

戦
の
前
年
（
一
九
四
〇
）
ま
で
、
あ
い
つ
い
で
行
わ

れ
た
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
舗
装
の

た
め
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
も
輸
入
困
難
に
な
り
、
ま
た

す
べ
て
が
軍
事
優
先
で
市
民
生
活
に
関
係
の
深
い
道

路
の
工
事
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

自
動
車
・
バ
ス
の
通
れ
る
橋
へ

先
に
み
た
よ
う
に
明
治
時
代
に
次
々
に
本
の
橋
が

つ
く
ら
れ
た
が
、
ま
だ
自
動
車
が
日
本
に
姿
を
現
す

以
前
の
時
代
で
あ
っ
た
。
橋
は
永
久
橋
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
洪
水
な
ど
で
損
壊
、
流
失
を

繰
り
返
し
た
。
ま
た
、
道
路
の
ほ
う
も
、
新
道
と
い

え
ど
も
車
の
通
行
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
道
幅
は
狭
く
、
山
間
部
で
は
急
坂
が

あ
っ
た
り
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
り
し
て
い
た
。
最
低

限
、
荷
車
あ
る
い
は
人
力
車
が
通
れ
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
す
ら
通
行
で
き
な
い
道
が
ま
だ
多

か
っ
た
。

人
力
車
も
続
い
て
登
場
し
た
乗
合
馬
車
も
、
い
う

ま
で
も
な
く
車
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
歩
い
た
時
代
か

ら
み
れ
ば
、
車
と
い
う
画
期
的
な
乗
り
物
の
出
現
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
橋
や
道
路
の
改
良
を
う
な
が
し
た

の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
橋
も
道
路
も
、
ま
だ
車

が
走
る
に
は
適
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
乗
り
心
地

は
よ
く
な
か
っ
た
し
、
車
の
故
障
も
多
く
、
ま
た
長

距
離
と
も
な
る
と
途
中
で
駕
籠
、
船
に
乗
り
換
え
た

り
の

″
つ
ぎ
は
ぎ
旅
行
”
と
な
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
橋
も
道
も
未
整
備
の
ま
ま
、
陸
上

の
新
し
い
交
通
機
関
と
し
て
の
人
力
車
と
乗
合
馬
車

が
非
常
に
発
達
し
、
道
路
交
通
の
新
し
い
時
代
に
突

入
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭

和
の
初
め
の
頃
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
急
速
に
発
達

し
た
時
期
に
、
よ
う
や
く
自
動
車
が
通
れ
る
道
路
や

橋
が
つ
く
ら
れ
た
（
本
格
的
に
自
動
車
時
代
に
対
応

し
た
道
路
や
橋
の
建
設
・
整
備
が
進
む
の
は
、
さ
ら

に
戦
後
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
発
達
の
時
代
で
あ

る
）
。

天竜川の吊り橋の下を通る帆掛け舟



乗
合
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
と
い
っ
た
自

動
車
が
発
達
し
は
じ
め
る
と
、
天
竜
川
や
浜
名
湖
を

渡
る
に
も
、
そ
れ
ま
で
の
本
橋
、
吊
り
橋
な
ど
で
は

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
自
動
車
が
通
る
に
は

橋
の
輻
も
狭
く
、
ま
た
構
造
的
に
も
恤一
理
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
自
動
車
交
通
の
ニ
ー
ズ
が
と
く
に
高
い
地
点

か
ら
、
優
先
的
に
鉄
の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
て
い
っ

た
。浜
名
橋
は
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
国
道
橋

（
旧
国
道
一
号
線
。
鉄
橋
）
と
し
て
架
け
替
え
ら
れ

た
。ま
た
天
竜
川
で
も
、
国
道
橋
（
同
じ
く
旧
国
道
一

号
線
）
と
し
て
翌
一
九
三
三
年
、
天
竜
川
人
橋
（
中

ノ
町
）
が
架
設
さ
れ
た
。
鉄
道
の
橋
は
別
と
し
て
、

天
竜
川
で
最
初
の
鉄
の
橋
で
あ
っ
た
。
下
路
ワ
ー
レ

シ
ト
ラ
ス
、
輻
し
・
三
片
、
全
長
九
二
〇
・
五
片
、

井
筒
、
架
設
地
点
は
そ
れ
ま
で
の
中
ノ
町
橋
の
や
や

匚
流
で
あ
る
。

∩
つ
い
て
一
九
三
七
年
（
昭
和

匸
一
）
に
は
鹿
島

橋
が
完
成
し
た
。
そ
扛
ま
で
の
天
竜
橋
は
す
で
に
通

行
許
容
量
が
隕
界
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
約
五
〇
片

上
流
に
新
し
い
橋
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ド
路

カ
ン
チ
レ
バ
ー
ト
ラ
ス
、
幅
六
回
、
全
長
二

∵
（

ド
、

歩
道
添
加
の
鉄
の
橋
で
あ
っ
た
。
自
動
車
も
白
山
に

双
方
通
行
で
き
る
こ
の
橋
の
完
成
で
、
浜
北
地
方
・

二
俣
地
方
の
交
通
は
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
。

鹿
島
橋
よ
り
上
流
地
域
は
地
形
的
な
制
約
か
ら
、

戦
前
に
は
白
動
車
交
通
は
き
わ
め
て
隕
ら
札
だ
範
囲

で
し
か
兄
ら
れ
ず
、
永
久
橋
が
で
き
る
の
は
戦
後
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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■

東

海

道
の

北
街

道

掛
川
の
北
方
、
倉
真
地
区
を
東
西
に
貫
通
す

る
普
か
ら
の
道
が
あ
っ
た
。
東
海
道
の
北
街
道

と
い
わ
れ
た
が
、
け
わ
し

い
山
道
で
あ
っ
た
。

荷
車
、
人
が
車
、
馬
車

な
ど
の
車
が
登
場
し

て
く
る
と
、
坂
の
多
い
山
道

は
敬
遠
さ
れ
し
だ

い
に
す
た
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
道
路
の
改
良
が

行
わ
れ
て

き
た
が
、
）で
の
歩
み

を
た
ど

っ
て
み

一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
）
　
　
　
　゙

掛
川
町
・
価
郷
村
・
倉
真
村
で
組
合
道
路
と

し
、
北
門
ｙ

大
宮
を
拡
幅
（
幅
三
・
八
肝
ぺ
　一

九
〇
九
年
完
成
）
。

一
九
一
〇
年
（
明
治
四
E
）
　
’

掛
川
倉
真
往
還
が
県
道
と
な
る
。

一
九
』

三
年
（
大
正
三
）
　
　
　
　
　

宍

匸

乗
合
馬
車
が
閧
通
し
た
（
大
宮
～
北
門
。
一

日
二
往
復
）
。
　

」
　
　
　
　
　
E
　
　

口

一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）

乗

合
自
動
車
が
開
業
（
大
宮
～
掛
川
。

六
人

乗

り
、
一
日
四
往
復
）
。
前
年
に
乗
合
馬

車
廃
止
。

一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
）

松
葉
林
道
を
二
・
七
坏
に
改
築
（
松
葉
ト
ン

ネ
ル
改
築
）
。

一

真
＝［
七
年
（
昭
和

匸
一
）

大
宮
～
真

砂
を
三

’
八
肩

に
改
築
。

［

九
四
G
年

（
昭
和
『
五
』

県

道
五
和
掛
川
線
と
な
る
。

卜
九
區
八
年
（
昭
和
二
三
）

真
砂
～
掛
川
に
バ
ス
開
通
。

一

九
五
七
年
（
昭

和
三
二
）

県

道
赤
根
金
谷
線
と
な
る
。

『
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
）

松
葉
ト
ン
ネ
ル
改
築
完
成
。

松
葉
ト
ン
ネ
ル
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）

に
開
通
し
ブ
荷
車
が
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
↓

そ

れ
ま
で
山

越
え
の
け
わ
し

い
道
で
ぃ

荷
車
は

通
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
プ
　
　
　
　
　

ロ

’

大
正
の
終
わ
り
頃
か
ら
自
動
車
が
登
場

ず
る

と
、
こ

の
ト
ン
ネ
ル
は
小

さ
く
狭
い
の
で
自
動

単

は
通
れ
な
い
。
通
れ
る
よ
う
に
林
道
を
改
修

す

る
と
き
、
ト
ン
ネ
ル
も
改
築
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。
自
動
車
が
通
れ

る
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
と
、
そ
れ
ま
で
荷
車
で

材
木
や
竹
な
ど
を
運
ん
で

生
計
を
立
て
て
い

る

人
は
収
入

を
失
う
か
ら
で

あ
る
。

匸

結
局
、
二
代
目
の
ト
ン
ネ
ル
も
、
ド
ラ
ッ
ク

は
通

れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
時
代
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
「
救
急
車
も

消
防
車
も
通
れ
な
い
」
ト
ン
ネ
ル
で
は
ど
う
し

よ
う

も
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
三
代
目
の
ト
ン

ネ
ル
の
改
築
が
決
ま
り
、
一
九
七
五
年
（
昭
和

五
〇
）
に
完
成
し

た
。

鰮

二
俣

街
道

の
思

い

出

二
俣
街
道

に
育
っ
た
子
供
の
頃
、
道
路
の
掃

除

は
子
供
の
仕
事
で
し
た
。
石
こ
ろ
道
で
、
荷

車

や
リ
ヤ
カ
ー
が
通
る
と
ほ
こ
り
が
舞
い
立
ち

ま
す
。
道
路
ぞ
い
の
家
々
の
掘
り
抜
き
井
戸
か

ら
あ

ふ
れ
た
水
が
溝
を
流

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
水
を
道
路
に
撒
い
て
ほ
こ
り
お

さ
え
に
し

た
も
の
で
す
。

雨
が
降
っ
て
水
た
ま
り
が
で
き
れ
ば
、
土
で

埋

め
て
き
れ
い

に
し
、
車

を
引
く
馬
の
糞
も
い

つ
の
ま
」に
か
片
付
い
て
言

道
筋
に
住
む
人

々
の

心
意
気
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
晦
日
と
も
な

れ
ば
、
忙
し
い
大
人
に
代
わ

っ
て
子
供
た
ち
が

道
を
掃
き
清

め
た
も
の
で
し
た

。

の
ん
び
り
し
て
い
た
頃
の
こ
と
で
で
朝
は
た

く
わ
ん
売
り
か
ら
始
ま
づ
て
、
し
じ
み
売
り
、

玄
米

パ
ン
の
売
腮
声
、
わ
ら

び
餅
の

屋
台
の
鈴

の
音
、
紙
芝
居
の
拍
子
木
の
音
な
ど
、
子
供
た

ち
に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
夏

に
な
れ
ば
風
鈴

や
金
魚
も
売
り
に
く
る
。
寒
く
な
れ
ば
ラ
ー
メ

ン
や
焼
き
芋
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
売
り

声
が
な
つ

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ

ん
な
街
道
が
と
く
に
賑

わ
っ
た
の
は
ノ

膚

秋
の
彼
岸
の
」中
日
で
し
た
。
リ
ヤ
カ
ー
に
老
人

と
子
供
を
乗
せ
て
父
親
が
引
く
、
と
き
に
は
錬

押
し
し
な

が
ら
母
親
が
つ
い
て
歩
く
。
弁
当
持

参
で
一
家
揃
っ
て
の
鴨
江
観
音
参
り
に
出
か
け

る
風
景
で
す
。
行
く
人
、
繕

唇
人
、
そ
ん
な
人
々

の
群
れ
で
終
日
賑
わ
っ
た
も
の
で
し
た
。

で
も
時
が
移
り
、
苦
し

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す
。
戦
争
が
激
し

く
な
り
、
こ
の
道
筋

で
出
征
兵
士
を
見
送
り
こ
英
霊
を
迎
え
る
時
代

に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
昭

和
二
〇
年
の
艦
砲

射
撃
を
受
け
た
次
の
日
。
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
い
っ

ぱ
い
荷
物
を
積
み
込
ん
だ
人
や
、
背
中
に
背
負
っ

た
人

々
が
に

の
道
を
北
を
目
指
し
て
歩
い
て

伸 わ れ な くな っ た昔 の ト ン ネ ル
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